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『旬』の野菜を
千葉駅で！
山武の農家が育てた採れたての農産物を販売する
『山武市野菜市』が、ＪＲ千葉駅特設ブースにてオープンしました。
（関連記事27ページ）



2☎／市外局番の記載のないものは『0475』です
広報さんむ

2010.7月

山武郡市大会結果
（６月２日、市内上位３位　敬称略）

◇ 100 ｍ　　　　　　　　　　　　　　
　５年男子　３位　小川　新世（豊岡）
◇ 80ｍハードル　　　　　　　　　　
　５年女子　１位　加瀬日菜子（蓮沼）
　　　　　　３位　小川　雅子（成東）
　５年男子　３位　戸村　　匠（成東）
◇ 1500 ｍ　　　　　　　　　　　　　　
　５年男子　２位　土佐　遼汰（松尾）
　　　　　　３位　櫻井　裕太（山武西）
　６年男子　３位　山中　　基（大富）
◇走り幅跳び　　　　　　　　　　　　
　６年女子　１位　田中あかり（緑海）
　　　　　　２位　野口　　澪（日向）
　　　　　　３位　大兼　夏美（睦岡）
◇走り高跳び　　　　　　　　　　　
　６年女子　１位　岩井　咲貴（日向）
　　　　　　２位　並木　優奈（豊岡）
　　　　　　３位　比嘉　遥名（山武西）
　６年男子　１位　佐藤　碧音（日向）
　　　　　　２位　馬渡　幹彦（睦岡）

◇ソフトボール投げ　　　　　　　　　
　６年男子　１位　川口　　廉（蓮沼）
◇４× 100 ｍリレー
　５年女子　２位　蓮沼小学校
　　　　　　吉田ひかる　　鈴木　彩女
　　　　　　小川　美織　　加瀬日菜子
　６年女子　１位　日向小学校
　　　　　　野口　　澪　　鵜川　真帆
　　　　　　伊東芽莉衣　　岩井　咲貴
　５年男子　３位　豊岡小学校
　　　　　　石毛　翔馬　　竹内　滉平
　　　　　　加藤岡雅弥　　小川　新世
　６年男子　１位　松尾小学校
　　　　　　伊藤　　駿　　大沼　永遠
　　　　　　内山　晃輔　　粂川　智哉

市内小学校▶
陸上競技会　

（800m）

▲二連覇した松尾小の 400m リレー

▲目指すゴールへ
　（80m ハードル）

より高く

　　跳べ
…より高く

　　跳べ
…

　

５
月
18
日
に
市
内
の
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
、
６
月
２
日
に
は
各
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た

郡
内
42
校
の
児
童
が
集
結
し
山
武
郡
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
横
芝
光
町
の
坂
田
池
公
園
陸
上
競
技
場
は
、
選
手
の
気
迫
と
応
援
の
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ス
リ
ー
ト
達
の
挑
戦

ア
ス
リ
ー
ト
達
の
挑
戦

山
武
郡
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

山
武
郡
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会



テ
ス
ト
項
目

 

・
20
歳
～
64
歳　

握
力
／
上
体
起
こ
し
／
長
座
体
前
屈
／  

　

反
復
横
と
び
／
立
ち
幅
と
び
／
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

 

・ 

65
歳
～
79
歳　

握
力
／
上
体
起
こ
し
／
長
座
体
前
屈
／

　

開
眼
片
足
立
ち
／
10
ｍ
障
害
物
歩
行
／
６
分
間
歩
行
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ら
く
ら
く
運
動
講
座

　

昨
年
に
引
き
続
き
坂
本
講

師
に
よ
る
講
座
で
は
、『
が

ん
ば
ら
な
い
運
動
で
体
調
改

善
』
を
テ
ー
マ
に
、
頑
張
る

こ
と
な
く
日
常
生
活
の
中
で

出
来
る
体
調
改
善
の
運
動
を

紹
介
。
参
加
者
は
、
体
力
テ

ス
ト
の
前
に
自
分
の
身
体
の

状
態
を
と
り
も
ど
す
運
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館
で
自
分
の
体
力
、

運
動
能
力
を
知
り
、
今
後
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
36
人
は
、
年
齢
別
に
体
力
測
定
を
行
い
、
体
力
年

齢
判
定
基
準
表
か
ら
自
分
の
体
力
年
齢
を
判
定
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館
で
自
分
の
体
力
、

運
動
能
力
を
知
り
、
今
後
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
36
人
は
、
年
齢
別
に
体
力
測
定
を
行
い
、
体
力
年

齢
判
定
基
準
表
か
ら
自
分
の
体
力
年
齢
を
判
定
し
ま
し
た
。

▲軽快に歩きます
　「10m 障害物歩行」

▲もうちょっと前へ「長座体前屈」

▲どこまで跳べるか「立ち幅とび」

▲ふらつかないように
　「開眼片足立ち」

▲
◀
ら
く
ら
く
運
動
講
座

自
分
の
体
力
年
齢
は
何
歳
?!

自
分
の
体
力
年
齢
は
何
歳
?!
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今
な
お
、
高
校
野
球
に
魅
せ
ら
れ
続

け
る
人
物
が
い
る
。
市
内
成
東
に
在
住

の
長
谷
川
實
さ
ん
は
、
高
校
野
球
に
関

わ
っ
て
き
た
自
ら
の
半
生
を
、
し
み
じ
み

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
50
年
前
に
始
ま
っ

た
。
長
谷
川
さ
ん
は
成
東
東
中
学
校
の

生
徒
だ
っ
た
こ
ろ
、
中
学
校
に
来
ら
れ
た

先
輩
高
校
生
の
や
る
野
球
に
出
会
っ
た
。

そ
の
時
、
石
の
よ
う
に
固
く
て
重
い
、
し

か
も
皮
で
造
ら
れ
て
い
る
球
に
触
れ
、
か

つ
そ
の
球
の
醸
し
出
す
「
ビ
シ
ッ
、
コ
ー

ン
、
ド
ス
ン
、
ド
ス
ン
」
と
い
う
音
に
衝

撃
を
受
け
、身
振
い
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、

「
高
校
野
球
は
こ
ん
な
す
ご
い
球
で
や
る

の
か
！
」
と
感
動
し
、そ
れ
以
来
ず
っ
と
、

高
校
野
球
に
憧
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

迷
わ
ず
地
元
の
成
東
高
校
に
進
学
。

高
校
で
の
野
球
部
生
活
は
、
そ
れ
は
厳

し
く
、
憧
れ
だ
け
で
は
潰
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
も
あ
っ
た
が
、恩
師
を
は
じ
め
、

友
人
等
多
く
の
人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
、

最
後
ま
で
や
り
通
す
こ
と
が
で
き
た
と
い

い
ま
す
。

　

昭
和
39
年
夏
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
臨

ん
だ
千
葉
県
大
会
、
勝
運
よ
ろ
し
く
県

代
表
と
な
り
東
関
東
大
会
ま
で
駒
を
進

め
た
も
の
の
決
勝
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
、

甲
子
園
出
場
は
夢
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
大
会
直
後
、
予
想
も
し
な

か
っ
た
千
葉
県
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
に
選

ば
れ
、
戦
後
ま
だ
正
式
国
交
の
な
か
っ
た

韓
国
へ
日
韓
親
善
使
節
団
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
は
「
甲

子
園
」
に
代
わ
る
ご
褒
美
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、
改
め
て
〝
や
り
通
す
こ
と

の
大
切
さ
〟
を
知
っ
た
、
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

更
に
大
学
を
卒
業
す
る
や
教
諭
と
し

て
地
元
の
母
校
成
東
高
校
に
着
任
。
教

員
の
道
を
歩
み
つ
つ
、
今
度
は
監
督
と
い

う
指
導
者
の
立
場
か
ら
〝
甲
子
園
を
勝

ち
取
る
〟
夢
を
追
い
続
け
た
の
で
あ
る
。

夢
の
実
現
の
た
め
に
、
部
員
・
生
徒
に
対

し
、
グ
ラ
ン
ド
で
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生

活
に
お
い
て
も
自
己
に
厳
し
く
あ
る
こ
と

を
求
め
た
。
つ
ま
り
、
勉
強
す
る
の
は
当

た
り
前
、
そ
の
上
で
技
術
的
・
体
力
的
な

進
歩
、
強
化
を
図
る
こ
と
と
共
に
集
中

力
、
気
配
り
、
思
い
や
り
、
そ
し
て
闘
争

PROFILE

1946 年山武市（旧成東町）
生 れ。1962 年 千 葉 県 立 成
東 高 等 学 校 に 進 学、1970
年中央大学法学部を卒業。
2003 年千葉県立成東高等
学 校 長 を 経 て、2007 年 千
葉学芸高等学校副校長に就
任し現在に至る。

高
校
野
球
の
魅
力

長は

せ

が

わ

谷
川
　
實み
の
る

さ
ん

　
　
ま
た
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
た

市
の
こ
ん
な
人
あ
ん
な
人
輝
く
人
を
紹
介
し
ま
す

心
等
の
養
成
も
必
要
で
あ
り
、
野
球
部

員
だ
ろ
う
！
礼
儀
正
し
く
、
さ
わ
や
か
な

部
員
生
徒
た
れ
！
と
接
し
続
け
た
。
夢

の
実
現
の
た
め
の
努
力
は
そ
の
ま
ま
人
間

形
成
に
他
な
ら
な
か
っ
た
、
と
振
り
返
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
長
に
な
ら
れ
た
長
谷
川

さ
ん
は
最
後
、
正
に
野
球
人
生
の
有
終

の
美
を
飾
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
校
長

と
し
て
成
東
高
校
に
戻
り
母
校
の
発
展

に
力
を
尽
く
さ
れ
た
一
方
で
、
野
球
部
後

輩
達
へ
も
温
か
い
声
援
を
送
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
同
時
に
千
葉
県

高
校
野
球
連
盟
の
会
長
職
に
も
就
か
れ
、

最
後
ま
で
大
好
き
な
野
球
に
関
与
で
き

た
こ
と
、
そ
し
て
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
、
あ
の
大
観
衆
と
県
下
１
８
０
有

余
校
の
大
選
手
団
を
前
に
し
て
、
大
会

の
開
会
を
宣
す
る
そ
の
雄
姿
を
知
る
人

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
文
字
通
り
、

様
々
な
立
場
か
ら
高
校
野
球
を
見
続
け

て
き
た
長
谷
川
さ
ん
の
目
と
心
は
、
益
々

熱
く
燃
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

投手として活躍する高校３年夏

千葉県大会で監督として采配を振る
（昭和 53 年夏）
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行政からの

お らせ知
information

5

農
業
女
性
の
能
力
向
上
で

農
業
経
営
を
発
展

　

５
月
20
日
、
山
武
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
22
年
度
山
武

農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
通
常
総
会

に
お
い
て
、
山
武
市
農
業
共
同
参
画
推

進
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　

　

山
武
市
農
業
共
同
参
画
推
進
会
は
農

業
経
営
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
に
、
農
業
女
性
の
能
力
向

上
に
む
け
、
様
々
な
活
動
や
研
修
を
通

し
て
社
会
参
画
に
必
要
な
能
力
を
磨

き
、
情
報
の

収
集
に
努
め

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

長
年
の
活
動

や
功
績
が
評

価
さ
れ
今
回

の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
願
う

　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

　

以
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、
新
１
年
生

の
交
通
安
全
を
願
っ
て
、
毎
年
、
山
武

交
通
安
全
協
会
か
ら
管
内
23
校
の
小
学

生
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

納
め
た
会
費
は
、
子
供
た
ち
の
交
通
安

全
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。　

　
　

山
武
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
２
０
５
７

問

歴
史
と
伝
統
の

　
　
　
　
重
さ
を
感
じ
る

　

５
月
27
日
、
成
東
東
中
学
校
創
立
50

周
年
記
念
式
典
と
新
校
舎
落
成
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
椎
名
市
長
を
は
じ
め
多
数

の
来
賓
が
参
列
す
る
な
か
、
新
校
旗
の

披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
髙

宮
校
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
半
世

紀
に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
の
重
さ
を
感

じ
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
億

田
さ
ん
は
、「
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
こ

れ
か
ら
新
た
な
伝
統
を
築
い
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
校
の
卒
業
生
で
、
元
千
葉

県
立
成
東
高
等
学
校
校
長
現
在
、
千
葉

学
芸
高
等
学
校
副
校
長
の
長
谷
川
實
先

生
が
記
念
講
演
を
さ
れ
、「
大
い
に
学

べ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
成
東
東
中
学
校

生
徒
た
れ
」
と
生
徒
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

７
月
11
日
㈰
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

  故　江
え ざ わ

澤　敏
と し お

男氏

　　　　　（松尾町八田）

旭
日
單
光
章

旭
日
單
光
章

叙
勲
叙
勲

旭日單光章旭日單光章
叙勲叙勲

投�
票
時
間　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で

投
票
方
法

　

 

千
葉
県
選
挙
区
選
挙
は
、
候
補
者
名

を
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

比
例
代
表
選
挙
は
、
候
補
者
名
ま
た

は
政
党
名
を
書
い
て
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
等
で

投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

　

 

６
月
25
日
㈮
～
７
月
10
日
㈯
の
土
日

を
含
む
毎
日

◎
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
時
間

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◎
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
場
所

　

 

市
役
所
及
び
各
出
張
所
（
山
武
・
蓮

沼
・
松
尾
）

「
参
加
し
ま
す　

わ
た
し
も
政
治
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
か
ら
」

　

大
切
な
一
票

で
す
。
棄
権
せ

ず
、
必
ず
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
６
１

　故人は、松尾町議会議
員として昭和58年８月
に初当選以来、平成７年
７月まで、３期12年に
わたり地域住民の代表と
して、地方自治の発展に
大きく貢献されました。
これにより、旭日單光章
を受章されました。

問

▲あいさつをす
る髙宮校長先生

◀新校旗
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　市では、「いつまでも誰もが便利に利用できる公共交通」の実現を目指し、基幹バスと乗合タクシーによ
る第 1 期実証実験運行を 10 月から開始します。
　実証実験の期間は、平成 22 年 10 月から平成 23 年 3 月を第 1 期、平成 23 年 4 月から平成 24 年 3 月
を第 2 期、平成 24 年 4 月から平成 25 年 3 月までを第 3 期として、その間に利用状況などの各種調査を
実施し、その結果を踏まえ、運行内容を改善しながら、新しい公共交通の構築を目指します。
　今回の第 1 期実証実験では、蓮沼海浜公園とさんぶの森元気館を発着点として、各地域の拠点や主要施
設間をあらかじめ決められたルート、時刻表に基づいて運行する『基幹バス』と、電話予約により利用者
それぞれの希望時間、乗降場所などの要望（デマンド）に合わせて運行する『乗合タクシー』を蓮沼・松
尾地域及び成東地域で運行します。なお、実証運行開始に伴い、現在運行している松尾自動車教習所送迎
乗合バスについては、９月 30 日をもちまして廃止いたします。

　基幹バス、乗合タクシーのご利用方法などについて、次の日程で説明会を開催します。お申込は不要で、
いずれの会場にも自由にご参加いただけますので、多くの方のご参加をお待ちしております。

開催日 時　間 場　　　所

8 月 7 日㈯
10:00 ～ 11:30 さんぶの森中央会館視聴覚室

14:00 ～ 15:30 日向小学校体育館

8 月 8 日㈰
10:00 ～ 11:30 蓮沼出張所第 2 会議室

14:00 ～ 15:30 松尾ふれあい館多目的ホール

開催日 時　間 場　　　所

8月21日㈯
10:00 ～ 11:30 成東総合運動公園会議室

14:00 ～ 15:30 山武市役所大会議室

　　企画政策課企画係　☎（80）1131問

基幹バス・乗合タクシーの運行が
　　　　　　　10月からスタートします！
基幹バス・乗合タクシーの運行が
　　　　　　　10月からスタートします！

日向駅

成東駅

松尾駅

蓮沼出張所

蓮沼海浜公園

山武市役所

松尾出張所

さんむ医療センター

さんぶの森元気館

松尾IT保健福祉センター
さんぶの森交流センター
あららぎ館

基幹バス経由施設
基幹バス経由施設名
基幹バスルート
路線バスルート
山武市巡回バスルート
蓮沼・松尾
成東

基幹バス

山武市巡回バス

蓮沼・松尾地域内乗合タクシー

成東地域内乗合タクシー

山武地域内は引き続き
山武市巡回バスを運行

　　　　蓮沼・松尾地域内と
山武市役所・さんむ医療センターへ

移動可能

　　　成東地域内と
松尾IT保健福祉センターへ

移動可能

0㎞ 1㎞ 2㎞ 3㎞

第１期実証実験運行の

運行イメージ

N



☎／市外局番の記載のないものは『0475』です
広報さんむ

2010.7月7

平成22年度山武郡市職員合同採用試験
受付期間　平成22年８月２日㈪～８月13日㈮
試験日時　９月19日㈰　
　　　　　午前10時（９時受付開始） 
試験会場　千葉県立東金高等学校
　　　　　［東金市東金１４１０］ 
※ 一般行政職初級の身体障害者の試験会場は、次の

とおりです。 
受 験 団 体 試 験 会 場

九 十 九 里 町 つくも学遊館［九十九里町不動堂 126 番地］

横 芝 光 町 横芝光町役場［横芝光町宮川 11902 番地］

山武郡市広域行政組合 山武郡市医療福祉センター［東金市堀上 360 番地 2］

受付場所　 受験を希望する団体の人事担当課（山武
市については、各出張所も受付可）

※ホームページからも様式をダウンロードできま
す。http://www.sanbukouiki-chiba.jp

団　体　名

（電話番号）

職 種 別 採 用 予 定 人 員
一般行政職 保

育
士

幼
稚
園
教
諭

保
健
師

看
護
師

消
防
職

技 術 職
上
級
初
級

初

級

（
身
体
障
害
者
）

建築 土  木
上級 上級 初級

東金市  
☎（50）1118 3 1 3 1 １ 1 １

山武市
☎（80）1117 5 2

大網白里町 
☎（70）0301 7 1

九十九里町 　
☎（70）3106 3 1 1

芝山町 　
☎0479（77）3901 4

横芝光町
☎0479（84）1211 ４ １

山武郡市広域水道企業団
☎（55）7851 1 ２

山武郡市広域行政組合
☎（54）0250 ２ 1 1 5

■参加団体と採用予定人員　※受験の申込みは一参加団体に限ります

■試験職種および受験資格

◎次のいずれかに該当する者は、受験できません。
　①日本の国籍を有しない者（保育士、保健師および看護師）については、日本国籍を有しない永住者および特別永住者も受験できます。）
　②成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む。）
　③禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者
　④当該地方公共団体において、懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
　⑤日本国憲法施行の日以降において日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

試　験　区　分 受　　　　　　　験　　　　　　　資　　　　　　　格

一　般

行政職

上　級

・昭和５０年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた方で、学歴を問わない。
   ただし、山武市については、昭和５５年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた方。
・ 平成元年４月２日以降に生まれた方で学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業した方。（平成

２３年３月までに卒業見込みの方を含む。）

初　級 ・ 昭和 60 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方で、学歴を問わない。ただし、東金市および山
武郡市広域行政組合については、平成元年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方。

初　級

（身体障害者）

・昭和60年４月２日から平成５年４月１日までに生まれ、次の全ての要件を満たす方で、学歴を問わない。
　⑴　身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が１級から６級までであること。
　⑵　自力により通勤ができ、介護なしに職務の遂行が可能であること。
　⑶　活字印刷文の出題への対応が可能であること。

保　　　育　　　士
・ 昭和５７年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた方で、保育士の資格を有する方および平成２２年度

に実施される試験で資格取得見込みの方。ただし、山武市については、保育士および幼稚園教諭の資格
を有する方ならびに平成２２年度に実施される試験で保育士および幼稚園教諭の資格取得見込みの方。

幼　稚　園　教　諭

・ 昭和５７年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた方で、幼稚園教諭の資格を有する方および平成２２
年度に実施される試験で資格取得見込みの方。ただし、九十九里町については、幼稚園教諭および保育
士の資格を有する方ならびに平成２２年度に実施される試験で幼稚園教諭および保育士の資格取得見込み
の方。

保　　　健　　　師 ・ 昭和５０年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた方で、保健師の資格を有する方および平成２２年度
に実施される試験で資格取得見込みの方。

看　　　護　　　師 ・ 昭和５７年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた方で、看護師の資格を有する方および平成２２年度
に実施される試験で資格取得見込みの方。

消　　　防　　　職 ・昭和６２年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方で、学歴を問わない。

技
　
術
　
職

　 建　築 上　級 ・昭和５０年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた方で、学歴を問わない。
・ 平成元年４月２日以降に生まれた方で学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業した方。

（平成２３年３月までに卒業見込みの方を含む。）土　木
上　級

初　級 ・昭和６０年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方で、学歴を問わない。
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農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
適
正
処
理

焼
く
な
！
捨
て
る
な
！

　
　
　
　
　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
マ
ル
チ
被
覆
な

ど
で
使
用
し
た
使
用
済
み
農
業
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
（
廃
プ
ラ
）
は
、
排
出
事

業
者
（
農
業
生
産
者
）
が
適
正
に
処
理

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
不
法
投
棄
・
野
焼
き
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
は
、

使
用
済
み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

を
、
地
域
ご
と
に
分
け
て
回
収
処
理
を

行
い
ま
す
。

◆
個
人
搬
入
も
随
時
受
け
付
け

◆ 

回
収
に
は
産
廃
処
理
契
約
農
家
の
登

録
が
必
要

一
斉
回
収
日

◆ 

回
収
場
所
・
時
間
な
ど
は
、
農
家
組

合
に
配
布
す
る
回
覧
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆ 

農
ビ
、
農
ポ
リ
の
分
別
、
梱
包
荷
姿

等
表
を
参
考
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

農
ビ
に
は
、
農
家
登
録
番
号
を
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
成
東
地
域
】
Ｊ
Ａ
各
支
所
・
小
川
商
店

　

７
月
５
日
㈪
／
12
月
20
日
㈪

　

平
成
23
年
２
月
28
日
㈪

【
山
武
地
域
】

　

８
月
９
日
㈪　

丸
朝
園
芸
組
合

　

８
月
18
日
㈬　
Ｊ
Ａ
日
向
園
芸
出
荷
組
合

　

８
月
20
日
㈮　

睦
岡
園
芸
組
合

　

８
月
23
日
㈪　
Ｊ
Ａ
睦
岡
園
芸
出
荷
組
合

【
蓮
沼
地
域
】　

Ｊ
Ａ
蓮
沼
支
所

　

７
月
22
日
㈭
／
12
月
１
日
㈬

【
松
尾
地
域
】　

Ｊ
Ａ
各
支
所

　

８
月
３
日
㈫
／
12
月
２
日
㈭

個
人
搬
入
の
手
順

　

電
話
な
ど
で
農
林
水
産
課
に
伝
え
、

廃
棄
物
管
理
票
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
の

交
付
を
受
け
る
。
そ
の
後
工
場
へ
搬
入
。

（
農
ビ
に
は
、
農
家
登
録
番
号
を
必
ず

記
載
）
工
場
か
ら
返
却
さ
れ
た
廃
棄
物

管
理
票
を
、
農
林
水
産
課
に
届
け
る
。

※
搬
入
上
の
注
意
点

① 

品
目
ご
と
に
区
別
し
て
梱
包
す
る
。

②  

石
、
金
属
、
竹
片
、
木
片
な
ど
は

絶
対
に
混
入
さ
せ
な
い
。

③ 

極
力
水
分
を
取
り
除
く
。

　

な
お
、 

フ
ッ
ソ
系
、
硬
質
フ
ィ
ル

ム
、
育
苗
箱
、
糸
入
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

塩
ビ
管
な
ど
に
つ
い
て
は
受
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
事

務
局
（
農
林
水
産
課
農
林
水
産
係
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
１
１

約
15
ト
ン
の
ご
み
を
回
収

　

本
年
度
第
１
回
市
内
一
斉
ご
み
ゼ
ロ

運
動
が
５
月
30
日
に
行
わ
れ
、
約
１
２
，

０
０
０
人
が
参
加
し
、
約
15
ト
ン
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
に
よ

り
、
一
時
的
に
市
内
の
道
路
沿
い
は
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
心
無
い
人
た

ち
に
よ
る
ポ
イ
捨
て
は
後
を
絶
た
ず
、

行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
回

収
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

市
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
ポ
イ
捨
て

を
含
め
た
不
法
投
棄
に
対
し
、
厳
正
に

対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
関
係
機

関
へ
の
通
報
や
、
情
報
の
提
供
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

環
境
保
全
課
生
活
環
境
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
６
１
１

作田川（島）付近で捨て
られたゴミ

山武市本須賀の排水路でカミツキガメが捕獲
されました。
　他にも生存している可能性があるので水辺
の周りや農作業に注意してください。
　カミツキガメは特定外来生物に指定されて
おり、強力なあごを持ち大変危険です。カミ
ツキガメの特徴は、尾が長く、突起物があり、
腹甲は背甲に比べ小型で鋭い爪を備えていま
す。興味本位で手を出したり、触れないでく
ださい。 
　発見した場合は山武警察署または市役所環
境保全課へ連絡してください。
　　山武警察署　　　　 ☎（８２）０１１０
　　山武市環境保全課　 ☎（８０）１１６１

対象品目 回収荷姿 結�　束 その他

塩 化 ビ ニ ー ル
フィルム

重さ15kg
程度までで
つづら折り

同種類のもの
を紐にして２
箇所縛り

登録番号
記載

ポリエチレンフィ
ルム、 農 酢 ビ、
農ＰＯ（軟質系）、
果樹園用ネット

同上又は杭
を利用した
グルグル巻
き

同種類のもの
又はマイカー
線で２箇所縛
り

登録番号
記載なし

ポリエチレンフィ
ルム、肥 料 袋、
培土袋

重さ１０kg
程度で二つ
折り

同種類のもの
又はマイカー
線で２箇所縛
り

登録番号
記載なし

搬入対象品目規格

問

問

問

カミツキガメに注意 !カミツキガメに注意 !

不法投棄は
犯罪行為です！
不法投棄は
犯罪行為です！
不法投棄は
犯罪行為です！



☎／市外局番の記載のないものは『0475』です
広報さんむ

2010.7月9

　

本
須
賀
海
水
浴
場
、
白
幡
・
井
之
内

海
水
浴
場
、
小
松
海
水
浴
場
、
南
浜
海

水
浴
場
、
中
下
海
水
浴
場
、
殿
下
海
水

浴
場
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　

７
月
17
日
㈯
か

ら
８
月
22
日
㈰

ま
で

遊
泳
時
間　

午

前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
本
須
賀
海
岸
で

の
駐
車
場
料
金
を
、
原
則
運
転
手
ま
た

は
同
乗
者
の
運
転
免
許
証
ま
た
は
住
所

と
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

※
夜
間
は
駐
車
場
内
に
車
両
で
入
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

料
金
徴
収
期
間　
　
　

７
月
17
日
㈯
～
８
月
22
日
㈰

　
　

商
工
観
光
課　

☎
（80）
１
２
０
２

　

７
月
７
日
は
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
」
で
す
。
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー

と
は
、
Ｇ
８
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が

２
０
０
８
年
７
月
７
日
の
七
夕
の
日
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
年

に
一
度
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
の
日
と
し
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
部
屋
の
灯
り
を
消
し
て

七
夕
の
夜
空
を
眺
め
な
が
ら
、
日
ご
ろ

何
気
な
く
使
っ
て

い
る
照
明
や
電
気

に
つ
い
て
も
う
一

度
考
え
る
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

募
集
住
宅

白
幡
住
宅　

山
武
市
白
幡
１
９
８
１
番

地
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
）

　

２ 

Ｄ
Ｋ
（ 
Ａ
棟　

和
室
６
畳
・
３
畳
、

食
堂
６
畳
）
＝
２
戸

　

 

２
Ｄ
Ｋ
（ 

Ｂ
棟　

和
室
５
畳
・
３
畳
、

食
堂
５
畳
）
＝
１
戸

桔
梗
台
住
宅　

山
武
市
松
尾
町
猿
尾

６
５
２
番
地
（
松
尾
中
学
校
先
）

　

 

２
Ｄ
Ｋ
（ 

５
号
棟　

和
室
６
畳
・
３

畳　

食
堂
６
畳
）
＝
１
戸

申
込
資
格

 

・ 

市
内
に
３
ヶ
月
以
上
住
所
が
あ
り
、

現
に
居
住
し
て
い
る

 

・ 

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い

る
親
族
が
い
る

 

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

 

・
収
入
基
準
を
満
た
し
て
い
る

 

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

 

・ 

本
人
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い

る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

＊ 

単
身
で
も
次
の
要
件
を
満
た
せ
ば
入

居
を
申
し
込
め
ま
す
。

 

・
60
才
以
上
の
方

 

・
障
害
者
手
帳
１
級
～
４
級
の
方

 

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

申
込
期
間　

７
月
６
日
㈫
～
21
日
㈬　

（
受
付
時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※ 

申
込
用
紙
を
記
入
し
都
市
整
備
課
へ

提
出
（
用
紙
は
、
都
市
整
備
課
、
お

よ
び
各
出
張
所
で
配
布
）

＊ 

各
出
張
所
、
土
曜
・
日
曜
日
・
祝
日
、

郵
送
等
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

住
宅
使
用
料　

入
居
者
の
収
入
に
よ
っ

て
決
定
し
ま
す
。（
１
ヶ
月
あ
た
り
）　

白�

幡
住
宅　

９
，
０
０
０
円
～
１
３
，

８
０
０
円（
共
益
費
１
，７
０
０
円
含
む
）

桔�

梗
台
住
宅　

９
，
１
０
０
円
～
１
３
，

１
０
０
円
（
共
益
費
１
，
０
０
０
円
含
む
）

選
考
方
法　
　

書
類
審
査
及
び
実
態
調

査
の
上
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
日　

８
月
下
旬
頃

そ
の
他　

 

・ 

実
態
調
査
の
た
め
、
自
宅
に
訪
問
し

ま
す

 

・ 

白
幡
住
宅
は
、
入
居
の
際
、
風
呂
釜
・

浴
槽
の
持
ち
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す

 

・ 

敷
金
は
家
賃
の
３
ヶ
月
分
を
預
託

し
、
入
居
の
際
連
帯
保
証
人
が
必
要

と
な
り
ま
す

　
　
　
　

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
９
２

　　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
の
長

寿
を
お
祝
い
し
、
祝
金
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
婚
姻
日
と
本
籍

地
の
確
認
を
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
22
年
９
月
１
日
現
在
で

３
か
月
以
上
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
昭

和
34
年
９
月
２
日
か
ら
昭
和
35
年
９
月

１
日
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

祝
金　

５
千
円（
９
月
か
ら
各
戸
配
布
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

 

・
印
鑑

 

・ 

本
籍
が
山
武
市
に
な
い
方
は
戸
籍
の

全
部
事
項
証
明
書
（
謄
本
）

申
請
期
限　

８
月
24
日
㈫

申
請
先　

・
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
・
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
山

武
出
張
所
・
蓮
沼
出
張
所

　
　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
９
０

夏
で
す
、
海
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

本
須
賀
海
岸
駐
車
場
料
金

市
民
は
無
料

問

天
の
川
が
見
え
ま
す
か

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

申  

・  

問
結
婚
50
周
年
の
ご
夫
婦
に

祝
金
贈
呈

問
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行政からの

お らせ知
information

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

は
、
７
月
に
税
額
を
決
定
し
、
納
税
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
国
保
加
入
者
の
世

帯
主
に
郵
送
し
ま
す
。

　

税
率
、
税
額
算
出
明
細
や
納
付
方
法

（
普
通
徴
収
や
特
別
徴
収
）
ま
た
特
別

徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す
る
手
続

き
な
ど
は
、
納
税
通
知
書
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■�

倒
産
な
ど
で
職
を
失
っ
た
方
の
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者　

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

や
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
）
で
求
職
者
給
付
（
基
本

手
当
等
）
を
受
け
る
方

該
当
離
職
理
由
コ
ー
ド　

11
・
12
・

21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34

軽
減
額　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度

末
ま
で
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

※
次
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
高
年
齢
受
給
資
格
者
（
65
歳
到
達
日

以
後
に
離
職
）

○
特
例
受
給
資
格
者
（
短
期
雇
用
特
例

被
保
険
者
）

　

制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
で
も
平
成

21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
方

は
、
平
成
22
年
度
分
の
保
険
税
に
限
り

軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
届
出
の
際
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
　

課
税
課
市
民
税
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
２
８
１

　

　

現
在
お

手
元
に
あ

る
後
期
高

齢
者
医
療

保
険
の
被

保
険
者
証

の
有
効
期

限
は
、
平

成
22
年
７

月
31
日
ま

で
で
す
。

８
月
か
ら

の
被
保
険
者
証
は
７
月
中
旬
に
、
簡
易

書
留
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。
受
領
後
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
負
担
割
合

　

保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療
機

関
の
窓
口
で
負
担
い
た
だ
く
割
合
に
は

「
３
割
」
と
「
１
割
」
の
２
種
類
あ
り

ま
す
。

　
「
３
割
」
の
方
は
、
次
の
要
件
の
う
ち

ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

す
る
と
「
１
割
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

① 

世
帯
に
被
保
険
者
が
一
人
で
、
前
年

の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満
の
場
合

② 

世
帯
に
被
保
険
者
を
含
め
70
歳
以

上
の
方
が
複
数
い
る
場
合
で
、
そ

の
方
々
の
前
年
の
収
入
の
合
計
が
、

５
２
０
万
円
未
満
の
場
合

■�

保
険
料
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
22
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
、
２
年
に
一
度
の
保
険
料
率
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
７
月
中
に
千
葉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
決
定

し
、
郵
送
で
各
被
保
険
者
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。保
険
料
の
お
支
払
い
方
法（
年

金
天
引
き
・
窓
口
納
付
・
口
座
振
替
）

に
よ
り
通
知
内
容
な
ど
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
以
上

（
申
請
に
よ
り
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

方
は
65
歳
以
上
）
の
方
が
加
入
す
る
保

険
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
加
入

者
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
医
療
費

の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源

で
す
。
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
４
２

■�

０
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
へ

　

現
在
お
持
ち
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

受
給
券
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
で

す
。
新
し
い
受
給
券
は
、
７
月
末
に
郵

送
予
定
で
す
。
な
お
、
申
請
時
に
登
録

し
た
保
護
者
・
乳
幼
児
の
氏
名
・
住
所
・

健
康
保
険
証
な
ど
に
変
更
の
あ
る
場
合

は
、
お
近
く
の
保
健
福
祉
窓
口
で
変
更

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

医
療
機
関
で
受
給
券
を
使
用
し
た
場

合
の
自
己
負
担
額

 

・ 

通
院
１
回
・
入
院
１
日
に
つ
き

２
０
０
円
（
保
険
適
用
分
）

 

・ 

保
護
者
が
市
民
税
所
得
割
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
均
等
割
の
み

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
無
料

※ 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
申
請
を
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・ 

印
鑑
、保
護
者
と
お
子
さ
ん
の
保
険
証

 

・ 

平
成
22
年
１
月
１
日
に
山
武
市
に
住

所
が
な
か
っ
た
保
護
者
の
方
は
、
平

成
22
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
ま
た
は
非
課
税
証
明
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
係　

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
６
６

国
民
健
康
保
険
税
は
病
気

や
け
が
の
医
療
費
に
充
て

ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

問

問

問
乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
の
更
新
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種　　類 審　　査　　基　　準
老齢基礎年金

資格期間に
反映は？

年金額に
反映は？

全額免除
本人・世帯主・配偶者の前年所得金額が次の計算式で得た額以下であ
る場合

（扶養親族数＋ 1）× 35 万円＋ 22 万円以下

○

されます

○

されます

１/４納付

（３/４免除）

本人・世帯主・配偶者の前年所得金額が次の計算式で得た額以下であ
る場合

78 万円＋扶養親族控除額＋社会保険料控除額以下

△

されます

△

されます

半額納付

（半額免除）

本人・世帯主・配偶者の前年所得金額が次の計算式で得た額以下であ
る場合

118 万円＋扶養親族控除額＋社会保険料控除額以下

△

されます

△

されます

３／４納付

(１／４免除 )

本人・世帯主・配偶者の前年所得金額が次の計算式で得た額以下であ
る場合

158 万円＋扶養親族控除額＋社会保険料控除額以下

△

されます

△

されます

若年者納付猶予
30 歳未満で本人・配偶者の前年所得金額が次の計算式で得た額以下
である場合　

（扶養親族＋ 1）× 35 万円＋ 22 万円以下

○

されます

×

されません

11

介
護
保
険
料

　

介
護
従
事
者
の
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
平
成
21
年

度
か
ら
改
定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
介
護

保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
た
め

に
平
成
21
・
22
年
度
に
つ
い
て
は
国
が

一
部
を
負
担
し
、
被
保
険
者
の
負
担
を

軽
減
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
３
年
間
分

（
平
成
21
～
23
年
度
）
の
基
準
額
を
平

準
化
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
予
定

の
納
入
通
知
書
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
７
３

◆
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
た
か
？

　

高
校
３
年
生
相
当
（
平
成
４
年
４
月

２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
方
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
の
４
期
対
象
者
と
し
て
、
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
無
料
で
予
防
接
種
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
接
種
の
受
け
方
な
ど
詳

細
は
、
３
月
末
に
送
付
し
た
個
別
通
知

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
！

麻
し
ん（
は
し
か
）ゼ
ロ
の
山
武
市
に
！

～
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
４
期

　
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
！

問

問

高
齢
者
医
療
年
金
係　

☎
（80）
１
１
４
２

千
葉
年
金
事
務
所　

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
８

◆
予
防
接
種
で
リ
ス
ク
回
避

 

・ 

麻
し
ん
は
高
熱
・
せ
き
・
発
疹
な
ど

症
状
が
重
く
、
脳
炎
や
肺
炎
と
い
っ

た
合
併
症
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、

入
院
な
ど
高
額
な
治
療
費
が
か
か

る
こ
と
が
あ
る
。

 

・ 

医
師
の
許
可
が
で
る
ま
で
登
校
で
き

ず
、
欠
席
中
も
外
出
を
控
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
学
業
や
部
活
動
な
ど

に
支
障
を
き
た
す
。

 

・ 

進
学
・
留
学
や
、
実
習
・
就
職
の
際

に
、
麻
し
ん
予
防
接
種
が
済
ん
で
い

る
証
明
が
必
要
に
な
る
。

 

・ 

海
外
旅
行
先
で
麻
し
ん
に
か
か
る

と
、
本
人
が
隔
離
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
問
題
に
な
る
。

◆
は
し
か
に
な
ら
な
い
。
は
し
か
に
さ

せ
な
い

　

日
本
で
麻
し
ん
を
な
く
す
た
め
に
は
、

予
防
接
種
で
95
％
の
接
種
率
を
維
持
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
一

度
受
け
た
人
も
、
年
数
が
経
っ
て
免
疫

が
落
ち
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会

に
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
　

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係　

　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（80）
８
３
８
４

※△：一部納付保険料を納付していることが必要です。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
は
、
申
請
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
免
除
申
請
の
審
査
は
日

本
年
金
機
構
（
旧
社
会
保
険
庁
）

が
所
得
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。（
所

得
税
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
を
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
）

　

退
職
（
失
業
）、
震
災
等
の
方

は
所
得
に
関
係
な
く
該
当
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
以
降
は

加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

問
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山
武
市
に
は
１
０
６
人
の
保
健
推
進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
２
年
間
皆
様
の
地
区
を
担
当
し
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
健
推
進
員
は
、
２
か
月
赤
ち
ゃ
ん
の
訪
問
や
各
種
健
康
診
査
の
お
す

す
め
、
親
子
や
男
性
の
調
理
教
室
の
開
催
な
ど
、
地
域
の
皆
様
が
健
康
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
主
婦
の
感
覚
を
活
か
し
、
家
族
の
健
康
を
気
遣
う
目
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

紹介します紹介します
あなたの地区の
　　　保健推進員
あなたの地区の
　　　保健推進員

■
成
東
地
区

《
成
東
地
区
》
▼
姫
島
・
根
蔵
／
金
田
き
よ
子
▼
宮
前
・
昭
和
／
鈴
木
善
子
▼
辺
田
・
上
町

／
浅
葉
英
子
▼
下
町
１ 

・ 

２
／
糸
房
恵
子
▼
下
町
３ 

・
４ 

・
５
／
髙
野
ヒ
サ
子
▼
新
町
／

鵜
澤
詢
子
▼
島
・
殿
台
／
市
原
政
子
▼
ダ
イ
ア
パ
レ
ス
／
田
坂
千
香
子
▼
東
町
１
・
東
町

２
／
柳
川
利
恵
▼
東
町
３
・
東
町
４
／
藤
平
洋
子
▼
津
辺･

市
場･

親
田
・
川
崎
／
長
谷

井
敬
子
▼
和
田
／
椎
名
富
子
▼
板
附
・
湯
坂
／
阿
部
倉
恵
子
▼
愛
宕
台
・
富
士
見
台
／
石

塚
和
代

《
大
富
地
区
》
▼
野
掘
・
島
戸･

真
行
寺
・
新
泉
／
下
平
利
枝
▼
富
田
西
・
東
・
富
田
有
三

／
鈴
木
初
江
▼
寺
崎
・
早
船
・
柴
原
／
堀
角
文
子

《
南
郷
地
区
》
▼
原
横
地
／
高
野
洋
子
▼
上
里
／
山
田
友
子
▼
小
柳
・
寺
川
／
唐
木
三
津
子

▼
下
横
地
・
草
深
／
渡
辺
君
代
▼
五
木
田
／
川
島
ミ
サ
子
▼
小
泉
・
富
口
10
区
／
藤
城
圭

子
▼
富
口
11
・
富
田
幸
谷
／
能
勢
洋
子

《
鳴
浜
地
区
》
▼
白
幡
北
・
白
幡
西
・
白
幡
住
宅
／
渡
邉
里
子
▼
白
幡
東
・
白
幡
南
／
久
徳

栄
子
▼
本
須
賀
岡
１ 

・
２
／
齋
藤
三
重
子
▼
白
幡
納
屋
・
本
須
賀
納
屋
１ 

・
２
／
橋
本
一

美《
緑
海
地
区
》
▼
木
戸
・
道
面
／
秋
葉
三
枝
子
▼
小
松
／
若
海
き
み
え
▼
北
中
谷
・
中
谷
之

下
・
関
之
下
／
伊
藤
弘
子
▼
宿
関
・
宿
之
下
・
六
区
／
佐
藤
君
江
▼
井
之
内
／
今
関
京
子

■
山
武
地
区

《
睦
岡
地
区
》
▼
諸
木
内
・
浅
間
台
／
猟
澤
千
代
子
▼
井
ノ
上
／
小
川
恵
子
▼
宿
（
埴
谷
）

／
平
賀
孝
子
▼
坂
ノ
上
／
高
橋
美
樹
▼
白
玉
・
白
玉
東
・
岩
ノ
谷
／
並
木
順
子
▼
洋
光
台
・

美
杉
野
／
山
田
博
子
▼
東
寺
ヶ
台
／
佐
藤
裕
子
▼
向
寺
ヶ
台
／
亀
井
美
知
子
▼
外
野
・
横

割
／
清
野
栄
実
▼
戸
田
／
岩
沢
佐
智
子
▼
麻
生
新
田
・
中
津
田
／
奈
良
佐
知
子
▼
板
川
／

伊
藤
す
み
子
▼
板
中
／
昼
間
徳
子
▼
東
・
西
横
田
・
横
田
緑
ヶ
丘
・
平
沢
／
小
川
恵
子
▼

実
門
・
中
野
台
・
火
野
口
台
／
垣
内
さ
ゆ
り
▼
東
沖
渡
／
三
浦
和
子
▼
西
沖
渡
／
土
屋
真

理
子
▼
北
沖
渡
・
北
横
田
・
横
田
台
・
横
田
入
／
平
山
登
久
子

《
日
向
地
区
》
▼
下
辺
田
・
神
野
／
糸
久
敏
江
▼
野
馬
木
戸
・
大
口
／
牧
口
敬
子
▼
大
木
台

／
佐
々
木
文
子
▼
横
堀
台
／
古
川
泰
子
▼
木
原
山
・
木
原
新
田
／
兼
重
和
恵
▼
宮
田
・
蔵

持
・
天
ヶ
谷
・
合
名
／
星
野
勝
子
▼
中
台
・
古
宿
・
さ
ぎ
山
台
・
松
崎
・
木
原
郷
美
ケ
丘

▼
担
当
地
区
／
氏
名
（
敬
称
略
）
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☎
０
４
７
９

（80）
８
３
８
４

問

保健推進員の
活動を紹介します。　

訪問活動

○２か月の赤ちゃん訪問
○�乳幼児健診未受診者訪
問
○�妊婦やお年寄り等の訪
問など

活動 .1

検診等の受診勧奨

○がん検診
○特定健康診査
○骨粗しょう症検診など

活動 .2

啓発活動

○健康まつり
○�親子や男性のための調
理教室
○地区での伝達など

活動 .3

検診等の受診勧奨

○パパママサロン
○いい歯モグモグクラス
○二歳六か月児歯科健診
　（あそびの広場）
○�おたっしゃ運動教室な
ど

活動 .4

Act iv i ty

4

「食育の日」啓発チラシを配布

／
宍
倉
や
す
子
▼
細
田
・
花
見
谷
／
藤
田
浩
子
▼
日
向
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
京
増
／
花
垣
京

子
▼
古
谷
・
西
・
東
大
椎
崎
・
大
椎
崎
／
小
川
良
枝
▼
弓
手
・
宿
・
菜
の
花
・
椎
崎
新
田
・

観
音
谷
／
黒
相
美
恵
子
▼
日
向
台
／
徳
永
恭
恵
▼
日
向
台
／
林
田
瑠
美
子
▼
矢
部
・
古
内
・

高
浪
／
前
原
八
重
子
▼
西
・
東
・
中
・
南
金
ヶ
谷
／
西
郡
裕
子
▼
本
郷
・
城
府
・
山
支
・

森
台
／
並
木
恵
子
▼
東
台
・
雨
坪
・
武
勝
・
下
布
田
・
植
草
／
澤
野
隆
子

■
蓮
沼
地
区

▼
上
谷
区
／
加
瀬
志
津
子
▼
殿
台
・
川
面
・
十
二
区
／
岩
崎
詔
子
▼
川
下
区
／
伊
藤
文
子

▼
殿
下
区
／
善
塔
い
く
子
▼
中
下
区
／
伊
藤
き
よ
子
▼
中
根
区 

／
戸
村
清
子
▼
西
岡
区
／

石
橋
啓
子
▼
西
浜
・
南
浜
区
／
小
髙
光
子
▼
南
八
・
南
九
区
／
石
井
光
代
▼
平
／
平
岡
栄

子■
松
尾
地
区

《
豊
岡
地
区
》
▼
山
室
／
土
屋
美
恵
子
▼
引
越
・
谷
津
／
古
川
直
子
▼
古
和
／
作
間
せ
つ
子

▼
金
尾
／
江
口
真
由
美
▼
下
大
蔵
・
遠
久
田
／
並
木
と
き
子
▼
小
川
・
上
大
蔵
／
鵜
澤
光

子
▼
蕪
木
／
鈴
木
淳
子

《
松
尾
地
区
》
▼
押
辺
・
新
堀
・
長
谷
・
第
四
／
八
角
昭
美
▼
琴
平
／
高
山
紀
子
▼
八
重
田
・

生
子
宿 

／
尾
崎
登
志
枝
▼
猿
尾
／
古
谷
恵
子
▼
五

反
田
／
鈴
木
和
子
▼
五
反
田
／
大
藤
ゑ
い
子
▼
祝

田
・
本
水
深
／
小
川
ま
ち
子
▼
田
越
・
大
堤
／
花

澤
和
子
▼
寿
町
／
中
川
正
代
▼
松
尾
・
市
営
住
宅

／
佐
藤
良
子
▼
松
尾
・
市
営
住
宅
／
山
本
洋
子
▼

松
尾
・
市
営
住
宅
／
矢
田
部
和
子

《
大
平
地
区
》
▼
広
根
・
六
軒
屋
／
北
田
敬
子
▼
下

野
・
折
戸
・
下
之
郷
／
渡
邉
晶
子
▼
借
毛
本
郷
／

椎
名
か
つ
子
▼
高
富
東
／
増
田
一
枝
▼
高
富
西
／

齋
藤
宏
美
▼
本
柏
／
安
達
み
ど
り
▼
木
刀
／
鈴
木

ひ
さ
子
▼
木
刀
／
浅
野
梨
花
▼
野
中
・
下
武
射
・

中
里
／
川
島
豊
美
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活
動
団
体
が
決
ま
り
ま
し
た

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

実
行
委
員
募
集

　

平
成
22
年
度
地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
・
山
武
郡
市

（
テ
ー
マ
「
１
０
０
年
後
へ
の
ふ
る
さ
と

へ
の
贈
り
物
～
水
と
緑
と
き
れ
い
な
空

気
と
心
地
よ
い
空
間
を
目
指
し
て
～
」）

　

山
武
郡
市
内
か
ら
21
件
の
提
案
が
あ

り
、
資
格
審
査
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
11
団
体
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

  

幅
広
い
分
野
か
ら
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
関
し
て
の
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

提
案
さ
れ
、
各
団
体
と
も
熱
心
な
姿
勢

で
発
表
し
、
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、

各
団
体
の
提
案
し
た
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
各
事
業
の
効
果
を
、
何
倍
に

も
し
て
い

た
だ
く
こ

と
が
期
待

さ
れ
て
い

ま
す
。

　

団
体
へ

の
応
援
、

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

　

11
月
23
日（
火
・
祝
）、成
東
文
化
会
館

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
で
開
催
予
定
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
・
運
営
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
市
民
活
動
が
元
気
に

な
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　
「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

は
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案
さ
れ
た

公
共
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対

し
助
成
す
る
事
業
で
す
。

　

提
案
さ
れ
た
事
業
を
公
平
な
視
点
で

審
査
及
び
評
価
し
て
い
た
だ
く
委
員
を

４
名
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
件　

山
武
市
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
20
歳
以

上
の
方

任　

期　

平
成
22
年
９
月
１
日
～
平
成

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

審
査
会
委
員
を
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ナ
ー
②

大網白里子育て支援ネットワーク協議会
さんむフォレスト
早船里山の会
NPO 御成街道保存会
野菜の自産自消の会
ひゃくしょう谷津田の会
特定非営利活動法人ユース・サポート・センター・友懇塾
NPO 法人さんむ杉のこ会
校庭緑化応援団
NPO 法人新月の木国際協会
農業を楽しむ会

《採択された団体》

24
年
８
月
31
日

報　

償　

一
回
５
千
円（
交
通
費
含
む
）

選
考
方
法　

書
類
審
査
（
必
要
に
応
じ

面
談
）

募
集
期
限　

８
月
９
日
㈪
必
着

※ 

申
込
用
紙
有
（
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
）

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
環
境
に
優
し
い
…
地
域
資
源
を
活
用

し
、
環
境
に
優
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き

ま
す
。

②
お
金
の
循
環
が
生
ま
れ
る
…
地
域
資

源
を
活
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
な
の
で
、
地

域
内
で
お
金
が
循
環
し
、
雇
用
が
生
ま

れ
ま
す
。
お
金
の
循
環
を
通
し
て
地
域

経
済
が
自
立
的
に
な
り
、
住
民
は
主
体

的
な
行
動
が
取
れ
ま
す
。

③
社
会
参
加
の
機
会
の
提
供
…
こ
れ
ま

で
技
術
や
意
欲
が
あ
っ
て
も
社
会
参
加

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
人
々
に
働
く
機

会
を
提
供
し
ま
す
。
社
会
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
自
己
実
現
と

生
き
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

④
共
同
作
業
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
…
同
じ
問
題
意
識
を

持
っ
て
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
の
共
同

作
業
に
よ
り
、
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
り
ま
す
。

⑤
生
活
水
準
の
向
上
…
こ
れ
ま
で
企
業

や
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
に
く
か
っ

た
人
た
ち
へ
商
品
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
水
準
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

（
参
考
文
献「
み
ん
な
が
主
役
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
細
内
信
孝
編
著

　

ぎ
ょ
う
せ
い
）

　
　
　
　

市
民
自
治
支
援
課
〒
２
８
９

─
１
３
９
２
山
武
市
殿
台
２
９
６

　
　

☎
（80）
０
１
５
１　
　

（80）
１
１
７
７

　
　

katsudoshien@
city.sam

m
u.lg.jp

申  

・  

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

は
地
域
力
の
向
上
を
促
し

ま
す
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成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
催
物
　

森
昌
子
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
～
春
夏
秋
冬
こ
こ
ろ
の
う
た
～

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
国
民
的
歌
手
、「
森 

昌
子
」
の

新
境
地
「
日
本
の
叙
情
歌
コ
ン
サ
ー
ト
」。

日　

時　

９
月
25
日
㈯

　

開
場 

午
後
２
時
30
分
／
開
演 

午
後
３
時

場　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ 

入�

場
料　

一
般　

５
，
０
０
０
円 （
全
席
指
定
）

６
月
27
日
チ
ケ
ッ
ト
販
売

※ 
発
行
開
始
当
日
の
み
、
窓
口
販
売
を
優
先
し
ま
す
の

で
予
約
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

湧
き
水
が
こ
ん
こ
ん
と
流
れ
出
る
豊
か
な
森
。
美
味

し
い
あ
ま
い
水
を
育
み
私
た
ち
を
生
か
し
て
く
れ
る
。

ひ
ひ
ら
の
葉
か
ら
し
ず
く
が
落
ち
波
紋
が
広
が
る
さ
ま

を
思
わ
せ
る
そ
の
カ
リ
ン
バ
の
音
色
と
天
鼓
の
演
奏
に

は
心
洗
わ
れ
癒
さ
れ
る
と
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ベ
（
西
ア
フ
リ
カ
）、
カ
ホ
ン
（
ペ
ル
ー
）、

ウ
ド
ゥ
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）、揚
琴
（
中
国
）、ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
フ
ル
ー
ト
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
な
ど
世
界
各
地
の
民
族

楽
器
も
織
り
交
ぜ
て
の
ス
テ
ー
ジ
を
、 

ど
う
ぞ
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

日　

時　

７
月
16
日
㈮　

開
場 

午
後
６
時
30
分
／
開
演 

午
後
７
時　
　

場　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般　

１
，
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ｖ
ｏ
ｌ.

１
０
８ 　
カ
リ
ン
バ
で
奏
で
る
そ
よ
風
コ
ン
サ
ー
ト

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ　

☎
（82）
５
２
２
２

問

教室名 募集期間 日　時 受講場所 定員 対　象 材料費等

夏休み親子

マナー教室

７月１日～ 25 日

※５・12・20・21 日休館日

を除く

８月 21 日・

２８日㈯

午後１時 30 分～

３時 30 分

成東中央公民館 12 組
小学生高学年４

年～６年の親子

親子で一緒に日常マナーを学び、箸づかいから立ち居振舞いなど見直してみましょう。

古ネクタイの

リフォーム教室

７月１日～ 19 日

※５・12 休館日を除く

８月４日㈬

午前９時～ 11 時
成東中央公民館 15 人 市内在住・在勤 １００円

使わなくなった１本のネクタイから便利な 『きんちゃく袋』 をつくります。

七宝焼き教室

７月１日～ 11 日

※５日の休館日を除く

８月 19 日㈭

午前９時～正午
松尾洗心館 20 人 市内在住・在勤

1 ０００円

程度

伝統美術工芸の七宝焼きを体験してみませんか。

万華鏡作り

教室

７月１日～ 11 日

※５日の休館日を除く

８月４日㈬

午前 10 時～正午
松尾洗心館 20 人 市内在住・在勤 ８００円

無限に広がる幻想的な世界を体験し、あなただけのオリジナル万華鏡を制作してみませんか。

公民館から参加者募集 受講者が直接窓口で申し込みください。（洗心館は電話可）
成東中央公民館　☎（82）３６４１
松尾洗心館　　　☎０４７９（86）３０９０
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参

加

者

募

集

◆
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

　

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
水

泳
技
術
や
集
団
の
中
で
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

期　

間

　

一
期　

７
月
26
日
㈪
～
29
日
㈭

　

二
期　

８
月
23
日
㈪
～
26
日
㈭

時�　

間　

午
前
８
時
45
分
～
９
時
45
分

対�　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小

学
生

場　

所　

さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館

参�

加
費　

１
期　

２
，０
０
０
円　
（
定

員
各
20
人
）

※
参
加
費
の
他
に
施
設
使
用
料

１
，
６
０
０
円
（
１
日　

４
０
０
円
）

ま
た
は
定
期
券
が
必
要

申
込
期
限　

７
月
15
日
㈭

　
　

さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
９
３
０
０

　　

様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
歴
史
・
文

化
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
火
熾
し
体
験

日�　

時　

７
月

22
日
㈭
～
８

月
31
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

所　

歴
史
民
俗
資
料
館

参
加
費　

無
料

■
茶
道
体
験

日�　

時　

７
月
31
日
㈯　

午
前
10
時
～

正
午

場　

所　

伊
藤
左
千
夫
生
家

募　

集　

20
人
（
小
中
高
生
の
み
）

予
約
開
始
日　

７
月
17
日
㈯

参
加
費　

無
料

■
わ
ら
じ
作
り

日�　

時　

８
月
７
日
㈯　

午
前
の
部
10

時
～
正
午
／
午
後
の
部
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場　

所　

伊
藤
左
千
夫
生
家

募�　

集　

午
前
の
部
３
人
・
午
後
の
部

３
人
（
小
中
高
生
の
み
）

予
約
開
始
日　

７
月
24
日
㈯

参
加
費　

無
料

■
勾
玉
作
り

日�　

時　

８
月
11
日
㈬
・
21
日
㈯　

午

前
の
部
10
時
～
正
午
／
午
後
の
部
１

時
30
分
～
３
時
30
分　
　

場　

所　

歴
史
民
俗
資
料
館

募�　

集　

午
前
・
午
後
各
30
人

予�

約
開
始
日　

８
月
11
日
分
は
７
月
28

日
㈬
、
８
月
21
日
分
は
８
月
７
日
㈯

参
加
費　

１
０
０
円　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（82）
２
８
４
２

（
受
付
時
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

日　

時　

７
月
25
日
㈰

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

場�　

所　

成
東
・
東
金

　

食
虫
植
物
群
落
管
理
棟

対　

象　

小
学
３
～
６
年
生

定　

員　

20
人

　

 　
　
　

成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落

管
理
棟
（
電
話
受
付
の
み
午
前
９
時

～
午
後
１
時
ま
で
）
☎

（82）
４
８
７
１

７
月
10
日
㈯
～
12
日
㈪
ま
で

主�　

催　

成
東
・
食
虫
植
物
群
落
を
守

る
会

共　

催　

山
武
市
教
育
委
員
会

後　

援　

東
金
市
教
育
委
員
会

受
講
料　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　

員　

各
講
習
会　

先
着
20
人

日
程
お
よ
び
講
習
予
定

　

 

７
月
11
・
25
日
、
９
月
12
・
26
日
、

10
月
24
日
、
11
月
14
・
28
日
、
12
月

12
日
パ
ソ
コ
ン
の
構
造
と
仕
組
み
、

ワ
ー
ド
初
級
、エ
ク
セ
ル
中
級
、ワ
ー

ド
で
年
賀
状
作
成
、
デ
ジ
カ
メ
写
真

の
取
り
込
み
と
編
集

会　

場　

松
尾
図
書
館

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
武
Ｉ
Ｔ
推

進
協
会　

☎
０
９
０
（
１
８
１
５
）

７
７
２
４ （
受
付
時
間
９
時
～
17
時
）

http://w
w

w
.sam

bu-it.com
l/　

　

■
夏
休
み
!!
親
子
米
粉
で
お
や
つ
教
室

日�　

時　

７
月
29
日
、
８
月
５
日
、
12

日
、
19
日　

午
前
10
時
～
正
午

会�　

場　

さ
ん
さ
ん
味
工
房
（
蓮
沼
中

学
校
と
な
り
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
）

対　

象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
教
室
先
着
10
組

参�

加
費　

親
子
２
人
１
組
５
０
０
円

　

 （
１
回
に
つ
き
、
子
ど
も
１
人
増
し

３
０
０
円
）

■
米
粉
料
理
教
室

　

７
月
～
３
月
の
毎
月
第
４
木
曜
（
祝

日
に
あ
た
る
月
は
第
３
木
曜
）
全
９
回

開
催
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
お
好
み
焼
き
、
ク
ッ

キ
ー
、
香
り
揚
げ
、
パ
ン
、
し
ゅ
う
ま

い
な
ど
を
予
定
。

会　

場　

さ
ん
さ
ん
味
工
房

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　

員　

各
教
室
先
着
10
人

参
加
費　

１
人
１
日
５
０
０
円

　
　
（
親
子
お
や
つ
教
室
・
米
粉
料
理

教
室
）
さ
ん
さ
ん
味
工
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（86）
２
２
４
５

　
（
受
付
時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

◆
歴
史
民
俗
資
料
館
の
体
験
講
座

問

申  

・  

問

◆
夏
休
み
子
ど
も
教
室

申  

・  

問

申  

・  

問

申

◆
市
民
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
ご
案
内

◆
米こ

め
こ粉
で
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！
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赤
ち
ゃ
ん
は
「
ぎ
ゃ
ー
」
と
泣
く
こ

と
で
不
快
な
気
分
を
表
現
し
ま
す
。

こ
の
時
「
気
持
ち
悪
か
っ
た
ね
」
と
親

や
周
囲
が
言
葉
を
か
け
る
こ
と
で
「
こ

れ
は
気
持
ち
悪
い
こ
と
な
ん
だ
」
と
わ

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
友
達
と
ケ
ン
カ
し
て
泣
い

て
帰
っ
た
時
、「
悔
し
か
っ
た
ね
」
と

周
り
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
で「
こ
れ
は
、

悔
し
さ
な
の
か
」
と
、
自
分
の
中
の
も

や
も
や
し
た
感
情
の
正
体
を
つ
か
む
事

が
で
き
ま
す
。周
り
か
ら
の
反
応
が「
何

や
っ
て
る
の
、
し
っ
か
り
し
な
さ
い
」

と
い
っ
た
反
応
だ
け
だ
っ
た
ら
、
自
分

の
中
で
お
こ
っ
て
い
る
不
快
な
感
情
の

正
体
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

誰
か
が
並
ん
で
い
る
列
に
横
入
り
を

し
て
き
た
と
し
ま
す
。「
横
入
り
さ
れ

た
ら
嫌
な
気
分
に
な
る
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
自
分
も
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う

ね
」
と
話
し
ま
す
。

も
し
、「
横
入
り
は
だ
め
で
し
ょ
！
」

と
叱
る
だ
け
だ
と
行
動
が
○
か
×
か

を
示
す
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。「
お
互
い
の
気
持
ち
を
わ
か
り
あ

い
、
気
持
ち
よ
く
存
在
す
る
た
め
に
あ

る
ル
ー
ル
」と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、

自
分
の
気
持
ち
や
相
手
の
気
持
ち
に
無

関
心
に
な
り
、
相
手
を
無
視
し
た
り
自

分
勝
手
な
行
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
「
電
車
内
で
お
年
寄
り
が
自
分
の
前

に
立
っ
た
ら
席
を
譲
り
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
こ
と
を
た
だ
の
ル
ー
ル
と
し
て

「
席
を
譲
る
こ
と
が
正
し
い
事
」
と
子

供
に
教
え
る
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。

「
こ
の
人
、
大
変
そ
う
、
席
を
譲
ろ
う

か
な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ル
ー
ル
」
や
「
マ
ナ
ー
」
と
い
う
知

識
か
ら
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
親
切

に
し
た
く
な
る
気
持
ち
か
ら
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

気
持
ち
が
自
分
を
支
配
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
気
持
ち
を
ど
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
相
手
に
気
持
ち
が
伝
わ
る
の
か
、
自

分
の
し
た
こ
と
が
相
手
に
ど
う
思
わ
れ

て
い
る
か
が
、
わ
か
ら
な
い
子
供
達
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
が
素
直
な
感
情
を
伝
え
る

事
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
が

感
情
を
表
す
言
葉
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
供
が
気
持
ち
を
話
す
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
気

持
ち
を
上
手
く
伝
え
る
た
め
に
、
感
情

を
「
私
は
」
で
始
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

話
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
感
情
で
話

す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
な
た
は
」

と
い
う
主
語
を
背
後
に
持
つ
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
る
効

果
の
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

子
育
て
中
に
正
し
い
こ
と
を
教
え
る

こ
と
は
大
切
で
す
。
が
、
ま
ず
は
じ
め

に
子
供
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
話
を

よ
く
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時

の
子
供
の
気
持
ち
を
受
け
と
め
て
あ
げ

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
気
持
ち

を
受
け
と
め
る
こ
と
と
、
行
動
を
容
認

す
る
こ
と
は
別
な
こ
と
で
す
。
気
持
ち

は
受
け
と
め
る
け
ど
、
行
動
は
そ
れ
が

好
ま
し
く
な
い
こ
と
な
ら
ば
、
き
ち
ん

と
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
の
気
持
ち
、
そ
し
て
自
分
の
気

持
ち
と
向
き
合
い
、
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
る
か
な
？
と
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み

て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
市
で
は
、
子
育
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。子
育
て
で
悩
ん
だ
時
、困
っ

た
時
、
不
安
に
な
っ
た
時
な
ど
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話　

☎
（80）
１
４
５
６

受
付
時
間　
　

月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　
（
水
曜
の
午
後
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

気
持
ち
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と

シ
リ
ー
ズ
NO.

15

子
育

て

コ
ラ

ム
山
武
市
立
山
武
中
学
校　

心
の
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
角　

文
子
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ふるさと散歩
　

今
回
は
夏
の
日
差
し
を
浴
び
な

が
ら
自
転
車
で
真
行
寺
か
ら
島
戸

の
台
地
を
尋
ね
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

帽
子
に
水
筒
、
汗
拭
き
用
の
タ

オ
ル
を
持
っ
て
い
ざ
出
発
。

成
東
駅
を
あ
と
に
し
て
、
国
道

１
２
６
号
線
の
旧
道
を
し
ば
ら
く

松
尾
方
面
に
進
み
ま
す
。

　

境
川
に
架
か
る
往お

う
か
ん
ば
し

還
橋
の
上
で

一
休
み
。

　

北
の
方
角
を
見
る
と
川
の
流
れ

を
挟
み
込
む
よ
う
に
両
岸
に
緑
の

台
地
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
訪

れ
る
歴
史
街
道
の
舞
台
と
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
今
度

は
川
筋
を
上
流
に
向
か
っ
て
埴
谷

方
面
に
進
み
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
行
く
と
、
道
の
左
側

に
こ
ん
も
り
と
木
が
茂
っ
た
小
山

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

津つ

べ辺
城
で
す
。
木
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て
城
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
保
存
状
態
は
良

い
そ
う
で
す
。

　

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
徳
川

家
康
の
家
臣
・
石い

し
か
わ
や
す
み
ち

川
康
道
が
、
江

戸
時
代
の
始
め
に
築
城
し
た
も
の

だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。

　

津
辺
城
を
後
に
し
て
真
行
寺
の

集
落
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

道
は
家
の
間
を
通
り
、
通
称｢

薬や
く
し
ざ
か

師
坂
」
を
登
っ
て
行
き
ま
す
。

　

台
地
に
上
が
っ
た
ら
道
の
右
側

の
畑
一
帯
が
奈
良
時
代
の
お
寺
、

真
行
寺
廃
寺
跡
で
す
。

　

お
寺
の
建
物
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
畑
一
面
に
お
寺
の
屋
根
に

葺ふ

い
た
瓦か

わ
ら
へ
ん片

が
散
ら
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

茅
葺
き
屋
根
の
竪
穴
式
住
居
で

暮
し
て
い
た
当
時
の
村
人
達
に

と
っ
て
、瓦
葺
き
屋
根
の
お
寺
は
、

立
派
で
神
々
し
い
も
の
に
見
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
道
に
戻
り
５
０
０
ｍ
程

直
進
し
ま
す
。
道
の
両
側
は
一
面

畑
が
広
が
り
、
と
て
も
の
ん
び
り

と
し
た
景
色
で
す
。

　

水
筒
の
水
を
飲
ん
で
ほ
っ
と
一

息
。
何
気
な
く
道
端
に
目
を
や
る

と
、
土
器
の
か
け
ら
が
こ
ろ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

実
は
こ
こ
島
戸
地
区
は
、
古
代

の
遺
跡
で
、
上か

ず
さ
の
く
に
む
さ
ぐ
ん

総
国
武
射
郡
の

郡ぐ
ん
か衙

（
郡
の
役
所
の
こ
と
）
推
定

地
な
の
で
す
。

　

平
成
９
年
か
ら
９
年
間
に
及
ぶ

発
掘
調
査
で
、
当
時
の
役
所
の
建

物
や
倉
庫
な
ど
の
遺
構
が
数
多
く

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
郡
衙
に
出
入
り
す
る

役
人
や
、
税
を
倉
庫
に
納
め
る
荷

車
の
往
来
で
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

今
度
は
、
北
東
方
向
に
伸
び
る

小
道
に
進
み
ま
す
。

　

小
道
の
先
に
杉
林
が
あ
り
ま

す
。
中
に
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

林
内
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
お

り
、
見
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
は
真
行
寺
古
墳
群
の
エ
リ

ア
内
で
、
円
墳
・
方
墳
・
前
方
後

円
墳
な
ど
、
保
存
状
態
の
良
い
古

墳
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
大
き
く
て

さ
ん
む
の
ふ
る
さ
と
散
歩
NO.42

五
月
田
を
つ
ば
め
の
親
子
か
の
び
の
び
と

苗
に
触
れ
つ
つ
低
く
飛
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
晃
江

　
　

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
は
ま
る
く
ふ
く
ら
み
ぬ

幼お
さ
な

摘
み
て
は
風
に
と
ば
し
ぬ

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
澤
　
俊
夫

旧
姓
で
呼
び
合
ふ
友
ら
と
春
の
午
後

ジ
ョ
ッ
キ
四
杯
空
け
て
語
ら
ふ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
幸
子

老
人
カ
ー
を
六
台
連
ね
歩
み
ゆ
く

道
に
人
ら
の
視
線
浴
び
つ
つ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
川
　
澄
子

槇
塀
に
囲
ま
れ
ゐ
た
る
屋
敷
よ
り

流
れ
来
る
香
は
柚ゆ

の
花
な
ら
ん
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
　
隆

成
東
短
歌
会

津辺城跡

真行寺廃寺跡

立
派
な
方
墳
を
み
つ
け
ま
し
た
。

近
く
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
や
、
古
墳
の
脇
に
あ
や
し
い

人
影
が
い
や
、石
造
物
が
あ
る
ぞ
。

　

な
ん
だ
こ
れ
は
？
よ
く
見
る
と

１
ｍ
ほ
ど
の
自
然
石
に
人
の
顔
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
素
朴
な
表
情
が
木
立
の
間

か
ら
み
え
る
様
子
は
、
子
ど
も
が

林
の
中
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
石
造
物
が
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
立
て
ら
れ
た
の
か

判
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
思
議
だ
な
と
思
っ
て
な
が
め

て
い
る
と
、
一
瞬
石
造
物
が
、
ニ

ヤ
リ
と
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

　

石
造
物
に
別
れ
を
つ
げ
、
も
と

き
た
道
を
戻
り
ま
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
一
息
つ
い
た
広
い
道
ま
で

出
て
き
ま
し
た
。

　

今
度
は
ハ
ン
ド
ル
を
戸
田
方
面

に
向
け
て
発
進
！
（
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
１
階
に
お
い
て
、８
月
よ
り『
歴

史
街
道
を
ゆ
く
』
展
示
予
定
。）

市指定有形文化財「石仏」
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図書館情報
お知らせ

図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
15
日
㈭
・
20
日
㈫
・
21
日
㈬

26
日
㈪

※

19
日（
祝
日
）は
開
館
い
た
し
ま
す
。

７月の
休館日

【
読
書
ラ
リ
ー
】

７
月
17
日
㈯
～
８
月
31
日
㈫

夏
休
み
に
本
を
読
も
う
！

対��

　
象　

小
学
生（
定
員
あ
り
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
夏
休
み
工
作
教
室
】

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
作
っ
て
み

よ
う
！

対
　
象　

小
学
生

日�

　
時　

７
月
19
日
㈪　

午
後

２
時
～
３
時
30
分
、
８
月
１

日
㈰
・
４
日
㈬　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

定
　
員　

各
回
10
人（
先
着
順
）

申�

込
先　

松
尾
図
書
館
（
７
月

６
日
か
ら
受
付
）

【
夏
の
お
は
な
し
会
】

日�

　
時　

７
月
17
日
㈯
午
後
２

時
～
（
約
１
時
間
）

場
　
所　

さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

内�

　
容　

す
ば
な
し
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

対
　
象　

幼
児
～

◆
三
館
共
通
事
業

◆
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

◆
松
尾
図
書
館

参
加
費　

無
料

※
お
は
な
し
を
し
て
く
れ
る
の

は
、
人
形
劇
す
ぎ
の
こ
の
み
な

さ
ん
で
す
。

【
夏
の
こ
だ
ま
お
は
な
し
か
い
】

日�

　
時　

７
月
30
日
㈮　

午
後

２
時
～

場�

　
所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ

く
プ
ラ
ザ
会
議
室

参
加
費　

無
料

内�

　
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
、
こ
だ
ま
お
は
な
し

会
に
よ
る
夏
の
お
は
な
し
会

で
す
。

　

 　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
十
二

支
の
お
は
な
し
」
ほ
か
。

イベントインフォメーション

【松尾図書館】☎0479（80）8066

【おはなし会】
３日・10 日・17 日・24 日・31 日
各土曜日　午前 11 時～

【わくわく工作教室】
４日㈰　午後２時～４時

【さんぶの森図書館】☎（80）9101

【おはなし会】
３日・10 日・24 日・31 日
各土曜日　午後２時～

【ビデオ上映会】
24 日㈯　「雪の女王」（約６３分）
午後２時 45 分～

【成東図書館】☎（80）2299

【こだまおはなし会】
３・17 日
各日土曜日　午後２時半～

【０・１・２・３わらべうたの会】
（０～３歳のお子さんと保護者・要申
込）
８日㈭　午前 10 時半～

【のぎくげきじょう】
11 日㈰　午前 10 時～

【絵本をたのしむ会】
11 日㈰　午前 11 時～

◆
成
東
図
書
館

【新着案内】　 ※市内の図書館に 1,099 冊の新着本が入りました。一部をご紹介します。

　花ちゃんこと英一の両親、花菱夫
妻が、結婚 20 周年を機にマイホー
ムを購入した。でもそれは普通の家
ではなくて…。表題作をはじめとす
る連作全４編を収録。

■『小暮写眞館』　
……………宮部みゆき　〈講談社〉

　ある日、お父さんが忍者を連れて
帰ってきた！
　「いいからいいから」が口癖のお
じいちゃんと孫のユーモラスな絵
本、第４弾。

■『いいからいいから　４』
……………長谷川義史　〈絵本館〉

春
浅
き
富
士
の
麓
に
集
ひ
た
る

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
歓
声
響
く
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
関
　
恵
子

水
広
き
川
の
辺
の
道
の
駅
に
来
て

紅べ
に

の
色
濃
き
さ
つ
ま
い
も
買
ふ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
木
　
芳
子

口
蹄
疫
の
広
が
る
ニ
ュ
ー
ス
途
切
れ
ざ
る

曇
り
日
多
き
五
月
終
わ
り
ぬ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
は
る
子

植
え
終
へ
し
早
苗
み
な
が
ら
畔
に
座
し

孫
も
交
へ
て
に
ぎ
り
飯
食
む
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
道
子

託
卵
の
時

ほ
と
と
ぎ
す鳥
と
て
疎
み
し
が

生
き
ゆ
く
術す
べ

と
思
へ
ば
詮
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
仍
子

制作するプラネタリウム
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お

知

ら

せ

ゆ
め
、
い
よ
い
よ

　

第
65
回
国
民
体
育
大
会

　
　
　

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体

『
ゆ
め
半
島　

拓ひ
ら

く
未
来
に　

　
　
　
　
　
　
　

�
山
武
の
火
』

　

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
山
武
市

実
行
委
員
会
に
よ
り
山
武
市
の

炬
火
名
が
決
定
。

　

炬
火
採
火
式
で
は
、
炬
火
命

名
者
の
表
彰
も
併
せ
て
行
い
ま

し
た
。

〈
最
優
秀
賞
〉

　

松
田
文
明
さ
ん（
小
泉
）

■
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
「
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
の
参
加
者

募
集

日　

時　

９
月
26
日
㈰　

 

会�　

場　

さ
ん
ぶ
の
森
ふ
れ
あ

い
公
園（
競
技
は
椎
崎
周
辺
）

申
込
期
限　

７
月
30
日
㈮

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
４
６
１

■
平
成
22
年
度
下
半
期
分
学
校

施
設
使
用
調
整
会
議
の
開
催

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
体
育

館･

武
道
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、
学
校
活
動
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
市
民
の
方
々
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
10
月
か
ら
23
年
３

月
ま
で
の
間
に
定
期
的
に
学
校

施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体

の
使
用
調
整
会
議
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
使
用

を
希
望
す
る
各
団
体
の
代
表
者

は
必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
申
請
よ
り
業

務
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
調

整
会
議
前
に
申
請
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
希

望
団
体
は
、
７
月
16
日
㈮
ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
申
請

書
類
一
式
を
提
出
し
て
下
さ

い
。（
当
日
必
着
で
の
郵
送
可
。）

会
議
日
程

 

・ 

成
東
・
松
尾
・
蓮
沼
地
区
の

小
・
中
学
校
分

　

８
月
３
日
㈫　

午
後
７
時

　

蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

 

・
山
武
地
区
の
小
・
中
学
校
分

　

８
月
５
日
㈭　

午
後
７
時

　

さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館　

※
南
郷
・
鳴
浜
・
緑
海
小
学
校

の
体
育
館
は
現
在
建
替
工
事
中

の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
４
６
１

■
第
５
回
さ
ん
む
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
お
笑
い

タ
レ
ン
ト
の
猫
ひ
ろ
し
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
㈰

場�　

所　

九
十
九
里
蓮
沼
ビ
ー

チ
パ
ー
ク
（
蓮
沼
海
浜
公
園

第
１
駐
車
場
）

種　

目

　

①
小
学
生
高
学
年
（
４
年
～

６
年
）
男
女
の
部
２
㎞
②
小
学

生
低
学
年
（
１
年
～
３
年
）
男

女
の
部
２
㎞
③
親
子
の
部
（
小

学
２
年
生
ま
で
）
１
㎞
④
中
学

生
男
女
の
部
3.5
㎞
⑤
高
校
生
以

上
39
歳
以
下
男
女
の
部
～
60
歳

以
上
男
子
の
部
10
㎞
⑥
高
校
生

男
女
、
39
歳
以
下
男
女
の
部
、

40
歳
以
上
男
女
の
部
５
㎞

参
加
費　

小
学
生
・
中
学
生

　

 

１
，
０
０
０
円
（
市
内
在

学
者
５
０
０
円
）
／
高
校

生
１
，
５
０
０
円
／
親
子

１
，
０
０
０
円
／
一
般
３
，

０
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈮

詳
し
く
は
市
内
各
施
設
に
備
え

付
け
の
募
集
要
項
を
ご
確
認
く

参

加

者

募

集

結

果

報

告

だ
さ
い
。

　
　

市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）　

　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
４
６
１

■
ナ
イ
タ
ー
陸
上
大
会　

参
加

者
募
集

　

カ
ク
テ
ル
光
線
の
中
、
自
己

記
録
の
更
新
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日�　

時　

８
月
１
日
㈰
受
付
午

後
５
時　

開
会
式
午
後
５
時

30
分　

※
雨
天
中
止

会�　

場　

成
東
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

対�　

象　

原
則
と
し
て
市
内
在

住
、
在
勤
者

参�

加
費　

１
人
１
０
０
円
（
当

日
徴
収
・
保
険
料
含
む
）

種�　

目　
（
１
人
２
種
目
ま
で
、

リ
レ
ー
は
こ
れ
と
は
別
に
申

込
可
）

　

 

１
０
０
ｍ
／
４
０
０
ｍ
／

８
０
０
ｍ
／
１
，
５
０
０
ｍ

／
３
，
０
０
０
ｍ
（
各
男
女
）

／
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

申
込
期
限　

７
月
19
日
㈪

申
込
書
を
持
参
ま
た
は
送
付

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　
　

成
東
総
合
運
動
公
園
管
理

事
務
所

☎
（80）
３
７
１
５　

（80）
３
７
１
６

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
（80）
１
４
６
１　

（80）
１
４
０
０

申  

・  

問

申  

・  

問

　
　

陸
上
競
技
部　

浅
野

☎
０
９
０（
８
８
５
０
）８
９
９
０

■
合
気
道
道
場「
松
心
館（
し
ょ

う
し
ん
か
ん
）」
開
館
２
周
年

記
念
公
開
稽
古

　

気
楽
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

当
日
は
、
外
柔
内
剛
の
「
合
気

道
の
心
」
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日�　

時　

８
月
１
日
㈰　

午
後

３
時
よ
り

会�　

場　

合
気
道
道
場
「
松
心

館
」（
小
泉
１
３
０
５
番
地
）

　
　

松
心
館
館
長　

松
田　

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
６
７
６
７

■
第
五
回
蓮
沼
地
区
対
抗
野
球

大
会　

優
勝
は
川
下
区
！

　

５
月
23
日･

30
日
の
二
日
間

に
亘
る
大
会
は
、
８
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
行
わ
れ
熱
戦
が
繰
り

問申

問 問
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　《
車
上
ね
ら
い
に
ご
注
意
！
》

～
確
実
に
施
錠
し
、
貴
重
品
は

　
　
　
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
～

○ 

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
確

実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

車
か
ら
離
れ
る
前
に
、
車
内

を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

防
犯
機
器
を
取
り
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
被
害
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
警
察
に
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
盗
ま
れ
た
場
合
は
金
融
機
関

へ
の
連
絡
を
忘
れ
ず
に
！　

日�　

時　

７
月
14
日
㈬　

午
前

10
時
～
午
後
４
時

場�　

所　

東
上
総
県
民
セ
ン

タ
ー
山
武
事
務
所
（
東
金
市

東
新
宿
１
─
１
─
11
）　　

　
　
　
　
　

☎
（54）
０
２
２
２

　

相
談
員
は
、
県
民
会
議
の
常

勤
相
談
委
員
お
よ
び
弁
護
士
な

ど
民
間
委
嘱
の
暴
力
相
談
委
員

を
派
遣
し
、
必
要
に
よ
り
所
轄

警
察
署
署
員
の
協
力
を
要
請
し

ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
警
察

当
局
へ
の
通
報
、
弁
護
士
の
紹

介
、
訴
訟
費
用
の
無
利
子
貸
付

け
、
非
常
通
報
装
置
な
ど
身
辺

保
護
機
器
の
貸
出
し
な
ど
の
措

置
を
行
い
ま
す
。

　
　

㈶
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県

民
会
議　

事
務
局

☎
０
４
３（
２
５
４
）８
９
３
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０
）

０
８
９
３
４
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
14.plala.or.jp/

boutsui-chiba/

　
　

boutsui-chiba@
opal.

plala.or.jp

　

千
葉
県
国
保
連
合
会
で
は
、

健
康
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
る

た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー
用
「
健
康

づ
く
り
絵
画
」
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

テ�

ー
マ　

健
康
づ
く
り
に
関
す

る
こ
と
（
食
生
活
、
運
動
、

休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
等
）

対�

象
者　

千
葉
県
内
に
在
住
か

就
学
中
の
小
学
生
以
下

応
募
規
定　

 
・ 
作
品
は
個
人
作
品
で
未
発
表

の
も
の

 

・ 

四
ツ
切
画
用
紙
を
縦
長
に
使

用

 

・
作
品
に
文
字
は
入
れ
な
い

 

・ 

作
品
の
裏
面
に
①
所
属
学
校

名　

②
学
年　

③
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
を
記
入

※
応
募
規
定
外
の
作
品
は
審
査

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

締
切
日　

９
月
３
日
㈮
必
着　

提
出
先　

〒
２
６
３
─
０
０
１

６ 

千
葉
市
稲
毛
区
天
台
６
─

４
─
３
千
葉
県
国
保
連
合
会　

事
業
課
保
健
事
業
係

※
作
品
の
版
権
は
千
葉
県
国
保

連
合
会
に
帰
属
し
、
作
品
は
応

募
者
に
返
却
し
ま
す
。

　
　

千
葉
県
国
保
連
合
会
事
業

課
保
健
事
業
係

☎
０
４
３（
２
５
４
）７
３
５
５

問

問働く人とご家族の未来のために
労働保険［労働保険・雇用保険］の年度更新

平成22年度　6/1 ≫ 7/12

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
先
行
を
許
し
た
中

根
区
が
終
盤
追
い
上
げ
、
６
対

６
の
同
点
に
追
い
付
き
ま
し
た

が
、
６
回
裏
に
追
加
点
を
入
れ

た
川
下
区
が
そ
の
ま
ま
７
対
６

で
勝
ち
、
大
会
五
連
覇
を
果
た

し
ま
し
た
。（
結
果
は
次
の
と

お
り
）

　

優　

勝　

川
下
区

　

準
優
勝　

中
根
区

　

第
三
位　

南
九
区
・
殿
下
区

　

Ｍ
Ｖ
Ｐ　

川
島　

秀
平
選
手

■
市
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季

大
会　

結
果

　

５
月
９
日
と
16
日
に
、
さ
ん

ぶ
の
森
野
球
場
お
よ
び
さ
ん
ぶ

の
森
多
目
的
広
場
に
お
い
て
市

内
11
チ
ー
ム
に
よ
る
市
春
季
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
回
戦
か
ら
決
勝
戦

ま
で
各
試
合
と
も
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。決
勝
戦
は
、

若
手
の
大
活
躍
に
よ
り
美
杉
野

チ
ー
ム
が
16
対
５
の
大
差
を
付

け
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　

優　

勝　

美
杉
野

　

準
優
勝　

タ
ヌ
キ
ッ
ズ

　

第
三
位　

 

山
武
シ
ャ
ー
ク
ス

大
木

　

Ｍ
Ｖ
Ｐ　

渡
辺　

一か
ず
の
り宣
選
手

　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
杉
野
）

■
第
４
回
市
春
季
社
会
人
野
球

大
会

　

第
４
回
市
春
季
社
会
人
野
球

大
会
が
４
月
25
日
か
ら
５
月
16

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
内
13

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
連
覇
を
狙
う
Ｏ
Ｎ

Ｅ
と
初
優
勝
を
目
指
す
メ
ッ
ツ

の
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
両
軍

点
の
取
り
合
い
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
は
メ
ッ
ツ
が
９
対
６

で
打
ち
勝
ち
、
初
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。（
結
果
は
次
の

と
お
り
）

　

優　

勝　

メ
ッ
ツ　

　

準
優
勝　

Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

第
三
位　

 

ラ
ッ
キ
ー
ズ
・
エ

イ
ケ
ツ

　

最�

優
秀
選
手　

土
屋　

貴
史

選
手
（
メ
ッ
ツ
）

　

優�

秀
選
手　

西
川　

大
樹
選

手
（
Ｏ
Ｎ
Ｅ
）

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

移
動
暴
力
相
談
所
の
開
設

健
康
づ
く
り
絵
画
の
募
集

千葉県労働局 労働保険徴収課
〒260－8612　千葉市中央区中央４－11－１ 
千葉第２地方合同庁舎
☎０４３（２２１）４３１７
千葉労働局ホームページ
http://www.chiba-roudoukyoku.go.jp

ドロボー !!
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今
年
も
お
隣
の
横
芝
光
町
と
合
同

で
、『
ふ
れ
あ
い
市
町
民
号
』
を
実

施
し
ま
す
。

　

今
回
の
市
町
民
号
は
、
平
家
の
落

人
が
隠
れ
住
ん
だ
と
の
伝
説
が
残
る

湯
西
川
温
泉
を
、
お
座
敷
列
車
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
な

が
ら
訪
ね
ま
す
。

　

ひ
っ
そ
り
と
し
た
山
里
の
風
情

と
、
秘
境
の
面
影
を
今
な
お
色
濃
く

残
す
温
泉
が
楽
し
め
る
と
と
も
に
、

平
家
落
人
が
食
し
た
と
言
わ
れ
る
お

狩
場
焼
き
が
堪
能
で
き
ま
す
。

　

詳
細
な
行
程
が
決
ま
り
次
第
、
募

集
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

日�　

程　

11
月
11
日
㈭
～
12
日
㈮
１

泊
２
日

場�　

所　

栃
木
方
面
（
湯
西
川
温
泉

泊
）

　
　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（80）
１
１
３
１

　

視
覚
障
害
者
の
方
々
が
抱
え
る
生

活
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
・

支
援
し
て
い
ま
す
。（
電
話
可
）

日�　

時　

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
祝
祭
日
は
休
室
）

相�

談
場
所　

千
葉
県
視
覚
障
害
者

　

 

福
祉
会
館
（
四
街
道
市
鹿
渡

９
６
８
─
９
）

相
談
専
用
電
話

　

☎
０
４
３（
４
２
１
）６
９
１
０

※ 
視
覚
障
害
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
も
募
集

　
　

㈳
千
葉
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会　

☎
０
４
３（
４
２
１
）５
１
９
９

http://w
w

w
1.odn.ne.jp/tisikyo

　
　

tisikyo@
syd.odn.ne.jp

　

昔
歌
っ
た
曲
を
思
い
出
し
て
、
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

出�　

演　

松
尾
コ
ー
ラ
ス
「
き
き
ょ

う
」、
さ
ん
ぶ
コ
ー
ラ
ス
「
や
ま

ゆ
り
」

日　

時　

７
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
開
演

場�　

所　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ

ラ
ザ

　
　

矢
田
部

　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（86）
４
９
７
０

　

本
絵
画
展
は
、
成
東
地
区
・
墨
彩

画
、
八
街
市
お
よ
び
東
金
市
の
日
吉

台
、
求
名
の
同
好
者
の
他
、
成
東
地

区
の
和
田
窯
な
ど
多
数
の
賛
助
出
品

が
あ
り
ま
す
。

日�　

時　

７
月
28
日
㈬
～
８
月
１
日

㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で

場　

所　

成
東
中
央
公
民
館

　
　

加
藤　

勇 　

☎
（84）
２
６
１
７

　　

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億
円
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月
７
日
㈬
～
30
日
㈮

発
売
方
法　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

抽
選
日　

８
月
10
日
㈫
発
売

　

単
価　

１
枚
３
０
０
円

期　

日　

８
月
10
日
㈫

場�　

所　

東
邦
大
学
習
志
野
キ
ャ
ン

パ
ス　

薬
学
部
Ａ
館

願�

書
受
付　

会
場
受
付
と
郵
送
受
付

が
あ
り
ま
す
。

　
　

県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

　
　

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
６
１
８

　

借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た

め
、
６
月
18
日
に
改
正
貸
金
業
法
が

完
全
施
行
さ
れ
ま
す
。

◎
借
入
れ
は
年
収
の
３
分
の
１
ま
で

◎ 

借
入
れ
に
は
基
本
的
に
年
収
の
証

明
が
必
要

◎ 

ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
に
借
り
な

い
で
！

◎ 

困
っ
た
ら
、
あ
せ
ら
な
い
で
、
ま

ず
相
談
を
！

［
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
］

財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所　

　
　

☎
０
４
３（
２
５
１
）７
８
３
０

千
葉
県
県
民
生
活
課　

　
　

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
７
９
５

山
武
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

　
　

☎
（82）
８
４
５
３

※
山
武
市
相
談
日 

毎
月
第
１
・
３
・

５
月
曜
日
お
よ
び
毎
週
金
曜
日

　

若
者
の
就
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

・
自
己
Ｐ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
in
よ
こ
し
ば

ひ
か
り
（
要
予
約
）

日　

時　

７
月
８
日
㈭　

　

セ
ミ
ナ
ー　

午
後
１
時
～
３
時
半

ち
ょ
こ
っ
と
相
談　

午
後
３
時
30
分

～
（
希
望
者
10
分
程
度
）

 

・
プ
チ
仕
事
探
し
カ
フ
ェ
in
よ
こ
し

ば
ひ
か
り
（
要
予
約
）

　

地
元
周
辺
企
業
の
採
用
担
当
者
に

聞
い
て
み
よ
う
。

日�　

時　

７
月
23
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

 

・
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
フ
ェ
と
も
に

会　

場　

横
芝
光
町
役
場 

対�　

象　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
15

歳
～
39
歳
ま
で
の
方

応�

募
方
法　

前
日
ま
で
に
、
左
記
へ

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
　
　
　

横
芝
光
町
産
業
振
興
課

商
工
観
光
班

　
　
　
　

☎
０
４
７
９

（84）
１
２
１
５

　
　
　
　
　

０
４
７
９

（84）
２
７
１
３

　
　

 sangyoushinkou@
tow

n. 
yokoshibahikari.chiba.jp

日�　

時　

７
月
30
日
㈮
午
後
１
時
～

３
時
15
分

場�　

所　

横
芝
光
町
町
民
会
館
（
横

芝
光
町
役
場
隣
）

定�　

員　

先
着
１
０
０
人
（
参
加
費

無
料
）

内�　

容　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新
規

・・・
お
知
ら
せ
・・・  

お
座
敷
列
車
で
行
く
湯
西
川
温
泉

の
旅
『
ふ
れ
あ
い
市
町
民
号
』

問

問

問

問

問

視
覚
障
害
者
相
談
・
支
援
室

ふ
だ
ん
ぎ
の
コ
ン
サ
ー
ト

第
20
回
絵
画
展

賃
金
業
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
２
０
１

０
年
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）
ご
購
入

は
、
千
葉
県
内
の
発
売
所
で
!!

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版
開
催
！

千
葉
県
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

講
座
開
講

申  

・  

問

“楽しいお座敷列車”の旅を!!
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開
設
に
つ
い
て

対�　

象　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
興
味

の
あ
る
方

主�　

催　

千
葉
県
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
支
援
事
業
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
締
切　

７
月
16
日
㈮

　
　
　
　

山
武
青
い
鳥
工
房（
石
井
）   

　

☎
（72）
９
７
７
６　
　

（72）
９
７
８
７

　　

千
葉
盲
学
校
の
授
業
や
拡
大
読
書

器
等
の
補
助
具
の
体
験
、
便
利
グ
ッ

ズ
の
等
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日�　

時　

８
月
３
日
㈫
（
児
童
・
生

徒
と
保
護
者
対
象
）　

８
月
４
日

㈬
（
視
覚
障
害
児
と
関
わ
り
の
あ

る
関
係
者
対
象
）

※
両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後

２
時
40
分

場　

所　

千
葉
県
立
千
葉
盲
学
校

　
（
四
街
道
市
大
日
４
６
８
─
１
）

締　

切　

７
月
15
日
㈭

　
　
　
　

県
立
千
葉
盲
学
校

　
　
　
　
（
担
当　

田
中
・
角
田
）

　
　

☎
０
４
３（
４
２
２
）０
２
３
１

　
　
　

０
４
３（
４
２
４
）４
５
９
２

　

こ
の
大
会
は
木
更
津
将
棋
同
好
会

主
催
で
平
成
22
年
３
月
14
日
に
大
人

の
大
会
と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
58
人
が
参
加
し
た
子
供
大
会
。

優
勝
し
た
大
瀧
君
は
、
成
東
支
部
の

子
供
将
棋
教
室
で
腕
を
磨
き
、
将
来

は
プ
ロ
棋
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

後
に
続
く
子
供
達
を
指
導
中
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
子
供
達
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

第
２
土
曜
日（
毎
月
１
回
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

成
東
中
央
公
民
館

　
　

日
本
将
棋
連
盟
成
東
支
部
長　

　

和
田
喜
治　
　
　

☎
（82）
５
０
３
７

日　

時　

７
月
18
日
㈰

 

・ 

午
前
10
時
～　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

ば
い
き
ん
ま
ん
（
10
分
）

　

さ
る
と
か
に
（
10
分
）
／
が
ん
ば

　

れ
ス
イ
ミ
ー
（
26
分
）　

 

・
午
前
11
時
～　

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

　

ん　

ま
る
子
ウ
ソ
を
つ
く　
　

　
（
24
分
）
／
雨
降
り
小
僧
（
手
塚

　

治
虫
作
品 

24
分
）

 

・ 

午
後
１
時
30
分
～　

魔
女
の
宅
急

便
（
１
０
２
分
）

場　

所　

東
金
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

　
　

山
武
郡
市
視
聴
覚
教
材
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　
　

☎
（54）
０
２
５
４

　

子
供
み
こ
し
や
学
童
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日�　

時　

７
月
31
日
㈯
午
後
５
時
～

10
時　

※
雨
天
翌
日

場　

所　

山
武
西
小
学
校　

校
庭

　
　

遠
藤
幹
夫　

☎
（88）
０
５
５
５

　

一
緒
に
韓
国
語
を
勉
強
し
ま
し
ょ

う
。
い
つ
で
も
見
学
・
体
験
に
お
い

で
下
さ
い
。

日　

時　

毎
月
第
１
～
３
水
曜

　
（
８
月
休
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

成
東
中
央
公
民
館

　
　

池
永

　

☎
０
９
０（
３
５
１
８
）５
９
２
４

日　

時　

８
月
５
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　

所　

成
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

対　

象　

小
学
生
の
親
子

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
者
全
員
に
野
菜
の
お
土
産
付
き

で
す
。

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
販
売
開
発

部
（
松
本
）　　
　

  

☎
（82）
３
５
３
１

　

３
日
間
か
け
て
笛
を
作
り
ま
す
。

日�　

時　

７
月
27
日
㈫
～
29
日
㈭

　

午
後
２
時
～
５
時

場　

所　

東
金
青
年
の
家

対�　

象　

小
学
４
年
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

25
人
（
保
護
者
は
除
く
）

参�

加
費　

１
，
０
０
０
円
（
小
学
生

の
み
）

講�　

師　

岩
崎
知
郎
先
生
（
古
楽
器

制
作
・
演
奏
家
）

　
　
　
　

東
金
青
年
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
１
２
０
１

対�　

象　

高
校
生
、
短
大
・
大
学
生

（
山
武
地
域
在
住
・
在
学
）

活
動
日
時
（
原
則
両
日
参
加
）

　
 

第
１
回
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
）

８
月
22
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
半

　

 

第
２
回
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
）

11
月
20
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～
午

後
３
時

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
（
締
切

７
月
20
日
）

　
　
　
　

千
葉
県
立
東
金
特
別
支
援

学
校
教
頭　
　
　

  

☎ 

（52）
２
５
４
２

　　

午
前
中
に
来
院
さ
れ
た
方
へ
の
院

内
の
ご
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
年
に
一
度
の

健
康
診
断
を
無
料
で
う
け
ら
れ
ま
す
。

交
通
費
の
み
病
院
で
負
担
し
ま
す
。

　
　
　
　

国
保
旭
中
央
病
院
総
務
課

　
　
　

☎
０
４
７
９

（63）
８
１
１
１
㈹

日　

時　

７
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～

　

11
時

場　

所　

東
金
中
央
公
民
館

対　

象　

幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
生

内�　

容　

野
外
で
の
活
動
を
中
心
に

い
ろ
い
ろ
な
技
能
を
身
に
つ
け
ま

す
。
そ
し
て
健
康
な
身
体
を
つ
く

り
、
社
会
に
役
立
つ
立
派
な
青
少

年
育
成
を
行
い
ま
す
。

　
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
金
第
一
団

（
山
下
）　　
　
　
　

☎
（55）
０
２
０
４

ア
ク
ア
子
供
将
棋
大
会
で
大
瀧
莉

央
君
（
南
郷
小
５
年
）
優
勝
！

申  

・  

問

申  

・  

問

千
葉
県
盲
学
校
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

お
楽
し
み
映
画
会

問

問問問 第
13
回
大
木
夏
祭
り

・
・
・
募
　
集
・
・
・  

成
東
韓
国
語
教
室

夏
休
み
親
子
び
っ
く
り
カ
レ
ー
教
室

申  

・  

問

申  

・  

問

申  

・  

問

申  

・  

問

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
手
作
り
楽
器

教
室
～
縦
笛
つ
く
り
～

「
や
ま
も
も
祭
」
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

旭
中
央
病
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

申 ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
金
第
一
団
ス

カ
ウ
ト
の
募
集
説
明
会
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4日㈰
抽選会　お買い上げ抽選会（千円以
上1回）/豆腐コロッケ・ドーナツ販
売

11日㈰ 抽選会　お買い上げ抽選会（千円以
上1回）/もつ焼きその他販売

17日㈯ 豆腐コロッケ・ドーナツ販売

18日㈰
抽選会　お買い上げ抽選会（千円以
上1回）/焼き物・揚げ物販売/豆腐コ
ロッケ・ドーナツ販売

19日㈷ 焼き物・揚げ物販売

25日㈰ 焼きおにぎり販売

冷たい甘酒サービス：
3日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯・31日㈯

※5日㈪は休館日です。

☎（80）5020 ※天候により中止となるイベントがあります。

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先

人
権
行
政
相
談

人権相談のみ 6日㈫

13：30～16：30
(受付は16時まで)

山武福祉センター

市民課
市民生活係
☎(８０)１２７１

人権行政相談 13日㈫ 山武市役所

人権相談のみ 20日㈫
農村環境改善センター

山武福祉センター

人権行政相談 27日㈫ 蓮沼出張所

交通事故巡回相談 22日㈭ 10：00～15：00 山武市役所
市民課
市民生活係
☎(８０)１２７１

消費生活相談

2日㈮
5日㈪
9日㈮
16日㈮
23日㈮
30日㈮

9：00～16：30 山武市役所
山武市
消費生活相談窓口
☎(８２)８４５３

心と身体の
相 談 室 デ ィ
サービス教室
『Ｗai(ﾜｲ）
　　Ｗai(ﾜｲ）』

6日㈫ 14：00～16：30 松尾ＩＴ
保健福祉センター 社会福祉課

障がい福祉係
☎０４７９
(８０) ８３６４

13日㈫ ９：30～13：00

20日㈫ 14：00～16：30 山武出張所

27日㈫ 14：00～16：30 家庭訪問相談

心
配
ご
と
相
談

一般相談

6日㈫

13：30～16：30

山武福祉センター

山武市
社会福祉協議会
☎(８２)７１０２

13日㈫ 成東老人福祉センター

20日㈫ 農村環境改善センター
山武福祉センター

27日㈫ 蓮沼中央会館

弁護士相談
（要予約）

7日㈬

13：30～16：30

蓮沼中央会館

14日㈬ 山武福祉センター

21日㈬ 成東老人福祉センター

28日㈬ 農村環境改善センター

税理士による
無料相談
（要予約）

7日㈬
10：00～15：00 東金商工会館

県税理士会
東金支部
☎(５０)６３２２21日㈬

行政書士による
無料相談 15日㈭ 13：00～16：00 東金市役所市民相談室

行政書士会
東総支部山武
☎(８０)７６５０

労災職業病
なんでも相談 31日㈯ 13：00～16：00 成田中央公民館

千葉中央法律事務所
☎０４３
(２２５)４５６７

多重債務
365日電話相談

多重債務365日
電話相談窓口
☎０４３
（２４７）０４４１

無料法律相談
（要予約）

8日㈭
15日㈭
22日㈭

13：00～16：00 県庁

県総合企画部
報道広報課広聴室
☎０４３
(２２３)２２４９
又は２２５０

県消費者センター
による無料電話相談

月～金
土　

9：00～16：30
9：00～16：00

県消費者センター
☎０４７
(４３４)０９９９

ナイター
無料法律相談
（要予約）

13日㈫ 18：00～21：00
東金市立
中央公民館
（市役所横）

千葉司法書士会
つくも支部
☎(５０)３８００

各種相談窓口

この他の主な行事
●古文書講座　日　時　７月15日㈭　14：00～16：00
　　　　　　　場　所　成東文化会館のぎくプラザ
　　　歴史民俗資料館　☎（８２）２８４２問

オライはすぬま　　 のイベント
道の駅

7月

休日納税窓口　７月 25日㈰
　　　　　　　午前９時～午後５時
夜間納税窓口　７月 30日㈮　
　　　　　　　午後５時半～８時
場　所　市役所　収税課
　　収税課　☎（８０）１１５１

日　時　７月 25 日㈰　午前９時～午後５時
場　所　　市役所　市民課
※戸籍・住民票関係（住民票写し・戸籍に関
する証明書・印鑑登録証明書・住所証明書の
交付、印鑑登録新規・廃止の受付・ただし住
民票の異動手続きはできません）
　　市民課　☎（８０）１１４１
※市県民税関係（所得・課税・非課税証明書
の交付）
　　課税課　☎（８０）１２８１

 休日納税窓口・夜間納税窓口 休日納税窓口・夜間納税窓口

 休日証明窓口業務 休日証明窓口業務

問

問

問

固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第１期
　国民健康保険税の納税通知書と納付書は、７
月中旬に対象者の方へ郵送でお届けします。
　市税の納付には、簡単・便利・安心な口座振
替をご利用ください。コンビニエンスストアや
指定金融機関などでも納付できます。

８月２日㈪

今 月 の 納 期
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期日 ＋休日当番医  内：内科　外：外科

４
日
㈰

斎藤医院（大網白里）☎ (77)2802 内

花城医院（山武）☎0479(86)2233 内

山崎医院（横芝光）☎0479(82)0561 外

11
日
㈰

不動堂クリニック（九十九里）
☎ (76)7737 内

岩崎医院（山武）☎0479(86)2217 内

駒込クリニック（大網白里）☎ (72)8800 外

18
日
㈰

はにや内科 (大網白里）☎ (70)1500 内

吉田クリニック（山武）☎ (82)0481 内

高根病院（芝山）☎0479(77)1133 外

19
日
㈷

秋葉医院 (東金）☎ (52)2039 内

高根医院（芝山）☎0479(77)0017 内

東葉クリニック（東金）☎ (55)3311 外

25
日
㈰

きららのくにみどりが丘クリニック
(大網白里）☎ (73)8668 内

松尾クリニック（山武）
☎0479(86)6482 内

古川医院（山武）☎ (82)2202 外

※都合により変更になる場合があります。
保健事業 日　　時 場　　所

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査 1日㈭ 受付9：00～11：00

　　13：30～15：00 山武保健センター

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査 2日㈮ 受付9：00～11：00

　　13：30～15：00　 山武保健センター

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、骨粗
しょう症検診

4日㈰ 受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 山武保健センター

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査 5日㈪ 受付9：00～11：00

　　13：30～15：00 山武保健センター

ことばの相談
6日㈫

予約制 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 山武保健センター

のびのび発達相談

7日㈬

予約制 松尾IT保健福祉センター
すくすく広場 10：00～11：30 まつおこども園
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

山武保健センター

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診 8日㈭

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

山武保健センター

長寿ゼミナール（いきいきわくわく教室） 10：00～14：30 成東老人福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺がん
検診・肝炎検査、骨粗しょう症
検診、成人歯科健診

9日㈮
受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

山武保健センター

ポリオ集団予防接種

12日㈪

受付13：00～13：45 成東保健福祉センター
のびのび発達相談 予約制 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 山武保健センター

乳児健診 13日㈫ 13：15～14：00 さんむ医療センター
リハビリの集い(美郷会）

14日㈬
9：30～11：30 本郷生活研修センター

肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

すくすく広場（絵本遊び等）
15日㈭

13：30～15：00 山武保健センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

のびのび発達相談カンガルーひろば
16日㈮

予約制 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

ことばの相談
20日㈫

予約制 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

リハビリの集い(美郷会）
21日㈬

9：30～11：30 日向中央公民館
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

１歳６か月児健診
22日㈭

13：00～14：00 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

献血

23日㈮

10：00～12：00 松尾IT保健福祉センター
14：00～16：00 道の駅　オライはすぬま

のびのび発達相談 予約制 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

成東保健福祉センター

肺がん・結核検診、前立腺がん
検診・肝炎検査、骨粗しょう症
検診、成人歯科健診

25日㈰
受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

成東保健福祉センター

ことばの相談

26日㈪

予約制 松尾IT保健福祉センター
すくすく広場（ベビーマッサージ） 予約制 蓮沼保健センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

成東保健福祉センター

すくすく広場

27日㈫

10：00～11：30 なんごうこども園
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

成東保健福祉センター

リハビリの集い(美郷会）

28日㈬

9：30～11：30 寿公民館
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査、成人
歯科健診

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00
（歯科健診のみ9：00～11：00）

成東保健福祉センター

２歳６か月児歯科健診
29日㈭

9：00～9：30 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

３歳児健診
30日㈮

13：00～14：00 松尾IT保健福祉センター
肺がん・結核検診、前立腺
がん検診・肝炎検査

受付9：00～11：00
　　13：30～15：00 成東保健福祉センター

休日当番医テレホンガイド
　　　　　　　　　　　　  ☎（５０）２５３１ 

松尾 IT 保健福祉センター☎ 0479（80）8383

今月のこども園・保育所開放
開放時間　午前９：３０～１１：００

７日㈬　なんごうこども園・緑海・鳴浜保育所
１２日㈪　まつおこども園・大平・豊岡保育所
１４日㈬　成東・緑海保育所・なんごうこども園
２１日㈬　まつおこども園・大平・豊岡保育所
２８日㈬　成東・鳴浜保育所
　　　　　　　　　子育て支援課保育係
　　　　　　　　　☎０４７９（８０）８３９４

問
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Camera

　山武西小学校５年 B 組（現在６年 B 組）が、
千葉県教育委員会で実施しているいきいきちばっ
子コンテストで、昨年度長縄８の字連続跳びを
４９１回跳び第１位に輝きました。
　毎年行われている「いきいきちばっ子コンテスト」は、千葉県の児
童生徒の体力向上などの目的に行われ、まず種目を選択し授業や休み
時間等を利用して行います。教員立ち会いのもとに実施・確認された
ものを公式記録として申告し順位が決定します。
　山武西小は、今年も全校児童が「長縄８の字連続跳び」に挑戦中で、
記録更新・全クラス１０位以内を目指します。

山武西小が千葉県 1位

いきいきちばっ子コンテスト

　豊岡駐在所に勤務する大澤さんに５月 21 日、豊岡
小から日頃の児童の見守りに対して感謝状が贈られま
した。代表児童から「朝の登校時の交通安全指導など
や下校時の見回りなどをしてくれて、安心して学校生
活を送ることができます。ありがとうございます。」 と
感謝の言葉と花束のプレゼントがありました。

　大澤さんは、駐在所に赴任してから、児童の登下校の見守りやその際の交通安全指導など、また、学校行
事にも参加して児童の安全確保に努めています。「学校は、『警戒する所』と、先輩から駐在所勤務の基本指
導を受け、できるだけ児童が安全で安心して生活できるように常にパトロール時に心がけています」と力強
く語ってくれました。

見守ってくれてありがとう
豊岡小から感謝状を贈呈

さあ！みんなで楽しもうよ
市民軽スポーツ教室

　５月 15 日、誰でも
気軽に参加できる市民
軽スポーツ教室の第１
回目が、山武市体育指
導委員連絡協議会主催

　　　　　　　　　　　　　で行われました。
　全６回行われるこの教室は、小学生から高齢の方
も楽しめる種目が毎回用意され、１回目の参加者は、
カーリングの室内版ユニカールやディスク（円盤）
を飛ばしてパネルを落とすディスゲッターなどの種
目を体験し、楽しい時間を過ごしていました。この
軽スポーツ教室は、途中の回からも参加することも
可能です。

園庭がきれいになったよ
シルバー人材センターとPTAで奉仕活動

　むつみのおか幼稚園
の PTA 奉 仕 作 業 は ６
月５日、保護者とシル
バー人材センター会員
約 40 人が参加して行

　　　　　　　　　　　　　　われました。
　シルバー人材センターの奉仕活動は、６月８日の「全
国シルバーの日」制定にあたり「奉仕活動を実施し、
地域の方に感謝の意を表すこと」を目的とするもので、
蓮沼、松尾出張所でも実施。
　園庭・外周の草刈や植木の剪定など、手馴れた様子
で作業を進め一緒に作業をしていた保護者からは「お
じいちゃん、おばあちゃんのパワーはすごいね！」の
声が聞かれました。

花束を受けとる大澤さん

円の中心にいくかな（ユニカール） 仕事がはかどります

◀ スピード感あふれる

長縄８の字連続跳び

▼ １位に輝いた賞状を

持って
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そうじのポイントは笑顔です

日向小で東京ディズニーリゾート魔法の教室『きれいの魔法』実施

　日向小学校で６月４日、東京ディズニーリゾート現役キャストによる
出前授業が行われ、４・６年生の児童たちが、パークの「おそうじ」を
通して、きれいにする意味・チームワーク・リサイクルなどを学びました。
　カストーディアル（おそうじ）体験では、班ごとに掃除を実践し、友

　　　　　　　　　　　　　　　　　　だちと協力しながらゴミを集めました。このとき、背筋はピンと伸ば
したまま。下ばかり見て友だちにぶつからないようにするためです。そんなお掃除の工夫は、すべてディズニー
流のホスピタリティ（おもてなし）「気持ちよく過ごしてもらうために」という思いやりから。小さなことま
で１つ１つ相手に対する思いやりがあることを教えてもらいました。
　「気持ちよく過ごす」ため学校をいつもきれいにして「早くきれいにする」ためにみんなで力を合わせ「笑顔」
でお掃除、これからも日向小のみんなで続けていってくださいね。

人々に憩いの場を提供
作田川に花を植栽

　晴天に恵まれた６月６日、山武市のボランティア団
体花一輪と山武市建設業災害対策協力会は、作田川堤
防沿いの草刈りと花の植栽活動を行いました。
　花一輪と山武市建設業災害対策協力会加盟２１社が
協力した草刈と花の植栽は約５０人が参加し、浪切不
動から市役所付近の約１キロにわたり、約７００株の
マリーゴールドを植栽しました。
　花一輪の会長大橋さんは「堤防沿いがきれいになり、活動目標のひとつでもある『市民に憩いの場の提供』
ができたと思います」と話します。

山武市の魅力が台湾へ
台湾の漫画家ハーリー杏子さん来る

旬の山武野菜はいかが
『山武市野菜市』千葉駅にオープン

　台湾の漫画家ハー
リー杏子さんが、５
月３１日に守屋酒蔵

（蓮沼）を訪問しま
した。
　ハーリー杏子さん
は、台湾で『日本が

　　　　　　　　　　　　　　大好き』という意味
の「ハーリー族」ブームを作り、日本の人気観光ス
ポットやグルメを台湾で紹介。訪日歴は５０回以上。
　この訪問は、千葉県が台湾の若い女性などに千葉
の魅力を PR してもらおうと企画したもので、県内
２０ヵ所以上のグルメスポットや観光スポットなど
を視察しました。

　 ６月18日、 Ｊ Ｒ
千 葉 駅 東 口 に 特 設
ブースを設けて『山
武市野菜市』がオー
プンしました。
　これは、市とＪＲ
千葉支社が連携し、
駅 の 空 間 を 利 用 し
て、地元山武で採れ

熱心に話を聞く６年生

ボランティアで花の植栽をする皆さん

台湾からも取材が来ました

た「旬」のこだわり農産物の販売を月１回１週間程度、
ＪＡ山武郡市の協力を得て実施するものです。
　当日は、とうもろこしや 小松菜、ほうれん草など
約１５品が店頭に並び、お客さんは、採れたての新鮮
な農産物を買い求めていまいた。

盛況です！山武の野菜



編集後記▶
“ゆめ半島千葉国体”（第 65 回国民体育大会秋季大会）と“ゆめ半島千葉大会”（第10 回全国障害者スポーツ大会）が近づいてきました。千葉県で 37年ぶり２度目の
国体開催です。競技会は各市町村で行われ、市では、「デモストレーションとしてのスポーツ行事」としてオリエンテーリングを実施します。これは、地図とコンパスを使
い、山野に設置したポイントを回り所要時間を競うスポーツ。これを機会に重たくなった我が身を軽くし、当日の取材では、自然の中でさわやかな汗を流したい・・・（I）
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我が家のアイドルに登録する就学前までのお子さんの写真を募集しています。
秘書広報課までご連絡ください。☎（80）1292

佐藤　亜美ちゃん
H21・5・25生
毎日、兄達と活発に遊んでいます。（松尾町武野里）

あ　み

堀井　優奈ちゃん・惇希くん
H18・6・25生・H20・12・19生
ブランコが大好きなお姉ちゃんと何でもまねっこしてや
りたがる弟。いつも笑顔の仲良し姉弟です。(成東)

ゆう  な あつ  き

28広報さんむ
2010.7月

　

平
成
20
年
７
月
に
山
武
市
に
着
任
し
て

２
年
が
経
過
し
、
こ
の
た
び
、
22
年
７
月

よ
り
総
務
省
に
戻
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
格
別
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
い
た
、議
会
の
皆
様
、市
民
の
皆
様
、

市
長
を
始
め
市
役
所
職
員
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

着
任
し
て
す
ぐ
に
、
成
東
病
院
の
独
立

行
政
法
人
化
の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
か
ら
比
較
的
近
い
こ
の
地
に
お
い
て
、

地
域
医
療
の
問
題
が
非
常
に
深
刻
な
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
議
会
、
関
係
行
政
機
関
、

医
療
関
係
者
な
ど
と
幾
度
と
な
く
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
の
４
月

か
ら
、
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、

市
民
の
皆
様
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
医

療
と
安
心
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
部
事
務
組
合
を
解
散
し
て
公
立
病

院
を
独
立
行
政
法
人
化
し
た
の
は
全
国
で

初
の
ケ
ー
ス
で
し
た
。
新
し
い
地
域
医
療

の
在
り
方
と
し
て
全
国
に
誇
れ
る
も
の
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

山
武
市
で
私
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
の
は
、
市
民
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
で
す
。

様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
々

山
武
市
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
日
夜
、
市
役
所
に
お
集
ま
り
に
な
り
ま

す
。
夜
遅
く
ま
で
会
議
の
続
く
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
休
日
の
行
事
や
会
合
に
も
大

勢
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
地
域
へ
の
想
い
、
熱
意
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
私
も
議
論
の
輪
に
加
え
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
実
情
と
市
民
協
働
の
大

切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
任
中
、
力
を
入
れ
た
こ
と
の
一
つ
に
、

市
の
職
員
の
力
を
い
か
に
引
き
出
す
か
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
若
手
の
職
員

と
と
も
に
「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
に
つ

い
て
何
度
も
議
論
を
し
て
、
市
役
所
へ

の
来
庁
者
が
必
ず
通
る
庁
舎
１
Ｆ
の
玄
関

ホ
ー
ル
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
の
は
よ
い

思
い
出
で
す
。
サ
ン
ブ
ス
ギ
を
使
っ
た
椅

子
を
入
れ
る
こ
と
、
表
示
板
の
工
夫
を
行

う
こ
と
、
一
つ
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
に
職
員

の
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
霞
が
関

で
も
、
若
手
中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
結

成
さ
れ
、
目
に
見
え
る
形
で
結
果
を
出
す

こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

山
武
市
は
ま
だ
ま
だ
若
い
市
で
す
。
伸

び
る
べ
き
伸
び
白
の
部
分
、
成
長
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
景
気
の
状

況
を
考
え
る
と
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
将
来
に
備
え
る
た
め
に
は
、
今
、
行

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
が
進
む

べ
き
道
を
今
一
度
真
摯
に
見
つ
め
直
し
、

「
市
民
こ
そ
主
役
」
の
山
武
市
を
築
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
引
き
続
き

山
武
市
の
発
展
の
た
め
に
お
手
伝
い
で
き

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

前
山
武
市
副
市
長　

大お
お
つ
き槻

　
大だ
い
す
け輔

　
氏


